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は
じ
め
に

一
九
二
一
年
に
中
国
山
東
省
の
済
南
で
道
院
と
い
う
宗
教
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
団
体
は
「
扶フ

ー
チ

」
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
神
懸
か
り
自
動
書
記
術
に
よ
っ
て
神
示

を
得
て
、
道
徳
的
な
精
神
修
養
に
励
む
道
教
系
の
新
宗
教
団
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、

道
院
設
立
の
翌
年
（
一
九
二
二
年
）
に
世
界
紅
卍
字
会
（
以
下
、
紅
卍
字
会
と
す
る
）
と

い
う
外
郭
団
体
が
創
設
さ
れ
た
。
道
院
が
内
的
な
修
養
を
行
う
団
体
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
紅
卍
字
会
は
外
的
な
慈
善
活
動
を
実
践
す
る
団
体
で
あ
り
、
互
い
に
切
り
離

す
こ
と
の
出
来
な
い
表
裏
一
体
の
組
織
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
。

こ
の
道
院
・
紅
卍
字
会
は
、
一
九
二
三
年
に
日
本
の
大
本
教
と
提
携
関
係
を
結
ん

だ
。
大
本
教
は
開
祖
・
出
口
な
お
の
死
後
、
娘
婿
の
出
口
王
仁
三
郎
（
以
下
、
王
仁
三

郎
と
す
る
）
が
教
団
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
王
仁
三
郎
は
、海
外
の
様
々
な

新
宗
教
教
団
と
提
携
関
係
を
結
び
な
が
ら
、
積
極
的
な
海
外
布
教
を
試
み
た
。
と
り

わ
け
一
九
二
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
提
携
は
最
も
長
く
か
つ
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
三
回
に
わ
た
っ
て
道
院
・
紅

卍
字
会
か
ら
日
本
へ

道
団
が
派
遣
さ
れ
、
両
者
は
「
合
同
」
と
も
い
え
る
よ
う
な

関
係
と
な
っ
た①
。

そ
し
て
、
こ
の
両
教
団
の
橋
渡
し
を
し
た
の
が
、
林
出
賢
次
郎
（
一
八
八
二
〜

一
九
七
〇
）で
あ
っ
た
。
林
出
は
日
本
外
務
省
の
外
交
官
と
し
て
中
国
に
三
〇
年
余
り

滞
在
し
た
。
彼
は
ま
た
大
本
教
の
信
者
で
も
あ
り
、一
九
二
三
年
に
大
本
教
が
道
院
・

紅
卍
字
会
と
提
携
関
係
を
持
っ
た
際
に
、
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
人
物
で
あ
っ

た②
。
そ
し
て
、
両
教
団
の
提
携
を
仲
介
す
る
過
程
で
、
林
出
は
自
ら
道
院
・
紅
卍
字

会
に
入
会
し
た
。
本
稿
で
は
、
林
出
賢
次
郎
の
生
涯
を
辿
り
な
が
ら
、
林
出
が
両
教

団
の
提
携
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
考
察
す
る
。

ま
た
、
林
出
は
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
た
後
、「
宮
内
府
行こ

う
そ
う走

」
に
任
命
さ
れ
、
溥
儀

の
通
訳
を
つ
と
め
た
。
そ
の
傍
ら
で
道
院
・
紅
卍
字
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
関
与

し
、
日
本
人
と
し
て
道
院
・
紅
卍
字
会
の
最
高
幹
部
の
一
人
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、

戦
後
に
林
出
が
公
開
し
た
回
顧
談
な
ど
を
も
と
に
、
満
洲
国
在
勤
時
代
に
林
出
が
道

院
・
紅
卍
字
会
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
日
野
強
の
伊
犁
調
査

林
出
賢
次
郎
は
大
本
教
の
信
者
で
あ
っ
た
が
、
林
出
が
大
本
教
と
関
わ
り
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、あ
る
人
物
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
物
と
は
、

陸
軍
き
っ
て
の
中
国
通
と
し
て
知
ら
れ
た
日
野
強
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
〇
）
で
あ
る③
。

こ
こ
で
は
、
日
野
強
の
経
歴
を
辿
り
な
が
ら
、
日
野
が
林
出
と
ど
の
よ
う
に
し
て
出

会
っ
た
の
か
述
べ
て
お
こ
う④
。

日
野
強
は
一
八
六
六
年
、
現
在
の
愛
媛
県
小
松
町
に
生
ま
れ
た
。
二
〇
歳
の
時
で

あ
る
一
八
八
六
年
に
第
一
一
期
生
と
し
て
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
し
、
一
八
八
九
年

に
歩
兵
科
を
修
了
し
た
後
、
陸
軍
歩
兵
少
尉
と
な
っ
た⑤
。
そ
の
後
、
一
九
〇
二
年
に

林
出
賢
次
郎
の
生
涯

―
大
本
教
と
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
提
携
を
仲
介
し
た
外
交
官

―

佐　

　々

充　

昭
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陸
軍
参
謀
本
部
に
入
り
、
こ
れ
以
後
、
陸
軍
の
諜
報
活
動
に
従
事
し
た
。
一
九
〇
三

年
三
月
に
は
参
謀
本
部
の
命
令
に
よ
っ
て
中
朝
国
境
付
近
の
義
州
に
派
遣
さ
れ
た⑥
。

日
露
戦
争
に
備
え
る
た
め
に
、
朝
鮮
の
義
州
を
根
拠
地
に
し
て
中
国
人
の
間
諜
を
使

い
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
動
静
を
探
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た⑦
。
日
野
は
、
鴨
緑
江
北
岸

地
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
軍
事
活
動
に
関
し
て
種
々
の
調
査
を
行
っ
た
後
、
同
年

一
一
月
に
帰
国
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
〇
四
年
二
月
に
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

陸
軍
歩
兵
少
佐
と
し
て
第
一
軍
司
令
部
に
所
属
し
、
寛
旬
・
懐
仁
方
面
に
お
け
る
敵

情
偵
察
の
任
務
に
就
い
た⑧
。

こ
の
時
の
調
査
を
も
と
に
、
日
野
は
一
九
〇
五
年
に
『
北
韓
兵
要
地
誌
』
を
編
纂

し
た⑨
。
こ
れ
は
参
謀
本
部
の
要
請
を
受
け
て
、
ロ
シ
ア
の
関
連
書
を
翻
訳
し
な
が
ら

北
韓
地
方
の
軍
事
地
誌
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
露
開
戦
直
後
で
あ

る
一
九
〇
四
年
三
月
に
は
『
満
洲
土
語
案
内
』
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
本
書

は
、「
満
洲
ニ
於
ケ
ル
軍
隊
行
動
ノ
便
ニ
資
セ
ン
ガ
為
〔
…
〕
主
ト
シ
テ
軍
事
的
動
作

ニ
必
要
ナ
ル
言
語
ヲ
蒐
集
シ
」
た
も
の
で
あ
っ
た⑩
。
こ
の
よ
う
に
日
野
は
諜
報
活
動

に
よ
く
適
合
し
、調
査
書
の
作
成
に
長
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、

一
九
〇
五
年
六
月
に
は
「
勲
労
成
績
顕
著
者
」
と
し
て
参
謀
総
長
よ
り
表
彰
さ
れ
て

い
る⑪
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
少
佐
に
進
級
し
て
大
隊
長
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
翌
一
九
〇
六
年
七
月
に
日
野
は
参
謀
本
部
付
け
と
な
り
、「
そ
の
筋
」
か
ら

新
疆
視
察
の
内
命
を
受
け
た⑫
。
新
疆
地
方
（
現
在
の
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）
は
乾

隆
帝
の
西
征
に
よ
り
清
国
領
と
な
っ
た
が
、
南
下
を
望
む
帝
政
ロ
シ
ア
が
、
清
国
の

弱
化
に
応
じ
て
侵
攻
を
企
て
て
い
た
。
日
野
に
下
さ
れ
た
探
査
の
目
的
は
、
ロ
シ
ア

の
南
下
に
備
え
て
、
新
疆
地
方
の
地
誌
民
俗
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

日
野
は
一
九
〇
六
年
九
月
七
日
に
東
京
を
発
っ
た
後
、
同
二
〇
日
に
北
京
に
着
い

た
。
日
野
の
記
録
に
よ
る
と
、
当
時
の
北
京
公
使
館
に
は
付
属
武
官
と
し
て
青
木
宣

純
大
佐
と
坂
西
利
八
郎
少
佐
が
勤
務
し
て
お
り
、
よ
き
相
談
役
と
し
て
面
倒
を
み
て

く
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る⑬
。
青
木
と
坂
西
は
北
京
に
特
務
機
関
を
設
け
て
諜
報
活
動

を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
野
の
い
う
「
そ
の
筋
」
と
は
、
日
本
の
大
陸

進
出
を
画
策
し
て
い
た
軍
や
政
府
の
上
層
部
の
こ
と
で
あ
り
、
日
野
は
彼
ら
か
ら
新

疆
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
に
関
す
る
情
報
収
集
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

北
京
で
調
査
旅
行
の
準
備
を
整
え
た
後
、
日
野
は
一
〇
月
一
三
日
に
新
疆
へ
向
け

て
出
発
し
た
。
北
京
か
ら
保
定
、
洛
陽
、
西
安
、
蘭
州
を
経
て
甘
粛
省
の
河
西
回
廊

を
通
過
し
、中
国
本
部
の
最
西
端
で
あ
る
安
西
城
か
ら
新
疆
に
入
っ
て
ハ
ミ
に
着
き
、

ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
西
北
行
し
て
天
山
を
越
え
、新
疆
の
州
都
ウ
ル
ム
チ
に
到
着
し
た
。

と
こ
ろ
で
日
野
は
ウ
ル
ム
チ
に
着
く
直
前
に
、
天
山
山
中
で
日
本
人
に
出
会
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
林
出
賢
次
郎
で
あ
っ
た⑭
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ま
た
次
節
で
詳

述
す
る
。

林
出
と
別
れ
た
後
、
日
野
は
ウ
ル
ム
チ
か
ら
マ
ナ
ス
を
経
て
ク
ル
カ
ラ
ウ
ス
に
至

り
、
そ
こ
か
ら
北
方
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
へ
の
道
を
往
復
し
た
の
ち
西
行
し
て
、
目
的
地

で
あ
る
伊
犁
七
城
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
任
務
を
達
成
し
た
後
、
復
路
は
東
南
に
方

向
を
転
じ
て
、
北
か
ら
南
へ
再
度
天
山
を
越
え
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
に
達
し
て
ふ
た
た

び
西
行
し
、
ク
チ
ャ
、
ア
ク
ス
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
通
っ
て
ヤ
ル
カ
ン
ド
に
至
っ
た
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
南
下
し
、
カ
ラ
コ
ル
ム
を
越
え
て
イ
ン
ド
に
入
り
、
カ
ル
カ
ッ
タ

か
ら
船
に
乗
っ
て
神
戸
に
入
港
し
、
京
都
に
立
寄
っ
て
一
九
〇
七
年
一
二
月
二
五
日

に
東
京
へ
戻
っ
て
き
た⑮
。

こ
う
し
て
約
一
年
半
に
及
ぶ
大
旅
行
を
終
え
た
日
野
は
、
翌
年
〔
一
九
〇
八
年
〕

に
詳
細
な
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
時
、
明
治
天
皇
か
ら
召
さ
れ
て
御
前
講

演
を
行
い
、
旅
の
概
要
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
日
野
の
調
査
報
告
書
は
、

一
九
〇
九
年
五
月
に
博
文
館
か
ら
『
伊
犂
紀
行
』
二
巻
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
軍
事

機
密
に
属
す
る
こ
の
種
の
報
告
書
が
一
般
向
け
に
公
刊
さ
れ
る
こ
と
は
異
例
な
こ
と

だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、日
野
は
一
九
〇
九
年
六
月
中
佐
に
昇
進
し
、

近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
附
と
な
っ
た
。
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そ
の
後
、
一
九
一
一
年
に
中
国
で
辛
亥
革
命
が
起
こ
り
、
翌
年
〔
一
九
一
二
年
〕

南
京
に
中
華
民
国
臨
時
政
府
が
樹
立
さ
れ
て
清
朝
が
滅
び
た
。
そ
し
て
同
年
三
月
に

袁
世
凱
が
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
に
就
任
す
る
と
、
日
野
は
六
月
八
日
付
で
「
陜
西

省
方
面
ニ
到
リ
諜
報
活
動
ニ
勤
務
シ
、
特
ニ
該
方
面
ニ
於
ケ
ル
共
和
政
反
封
党
ノ
動

静
ヲ
偵
知
」
せ
よ
と
の
命
を
受
け
て
、
再
び
中
国
に
渡
り
、
陜
西
巡
撫
升
允
ら
宗
社

党
の
動
向
を
偵
察
し
た⑯
。
そ
し
て
翌
一
九
一
三
年
六
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

日
本
に
帰
国
後
、
日
野
は
大
佐
に
昇
進
し
た
が
、
す
ぐ
に
予
備
役
に
編
入
さ
れ
、

軍
を
退
役
し
た⑰
。
そ
の
後
は
、
山
東
省
の
青
島
に
居
住
し
て
缶
詰
業
や
煉
瓦
製
造
会

社
を
経
営
し
た⑱
。
一
九
一
四
年
に
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
軍
占
領
下
の

青
島
で
、
日
野
は
宗
社
党
や
革
命
派
の
人
士
と
交
流
し
な
が
ら
情
報
収
集
活
動
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
九
年
に
「
青
島
還
付
問
題
」
が
起
こ
る
と
、
日
野
は
在

留
邦
人
を
代
表
し
て
陳
情
委
員
長
を
任
さ
れ
日
本
に
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
っ

き
り
家
族
に
も
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

家
族
が
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
野
は
大
本
教
の
本
部
の
あ
る
綾
部
に
行
っ
て

い
た
。
当
時
、『
実
業
之
日
本
』
社
の
理
事
を
つ
と
め
、
財
界
で
名
が
知
ら
れ
て
い
た

栗
原
白
嶺
が
、
突
然
、
退
社
の
辞
「
天
の
命
ず
る
人
の
道
に
向
か
っ
て
」（『
実
業
之
日

本
』
大
正
八
年
七
月
号
）
を
発
表
し
、
引
退
と
大
本
教
入
信
を
公
表
し
た
。
こ
れ
を
読

ん
だ
日
野
は
大
本
教
に
関
心
を
も
ち
、
大
本
教
の
本
部
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
日
野

は
綾
部
で
王
仁
三
郎
と
面
会
し
、
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
秋
に
青
島
に
帰
る
な
り

俗
世
間
と
一
切
縁
を
切
っ
て
大
本
教
に
入
信
し
、
綾
部
に
移
住
し
た
。

大
本
教
で
は
参
議
と
し
て
王
仁
三
郎
の
側
に
仕
え
、
中
央
ア
ジ
ア
で
の
探
検
の
知

識
や
体
験
を
伝
え
た⑲
。
し
か
し
、
日
野
は
一
九
一
九
年
頃
に
肺
結
核
を
患
っ
て
健
康

を
害
し
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
二
三
日
に
波
瀾
万
丈
の
人
生
を
終
え
た⑳
。
享
年
五
四

歳
で
あ
っ
た
。『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
に
は
、「〔
日
野
は
〕
大
本
教
の
教
旨
に
共
鳴

し
、
青
島
に
お
け
る
事
業
を
抛
っ
て
丹
波
綾
部
に
帰
住
し
、
大
本
教
の
幹
部
と
し
て

更
に
新
生
涯
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
大
正
九
年
綾
部
に
お
い
て
長
逝
し
た
」㉑

と

記
さ
れ
て
い
る
。

日
野
と
大
本
教
と
の
関
わ
り
は
非
常
に
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
野
が

綾
部
の
大
本
教
本
部
に
移
住
し
て
王
仁
三
郎
と
直
接
交
流
し
た
と
い
う
事
実
は
重
要

で
あ
る
。
日
野
は
陸
軍
き
っ
て
の
大
陸
通
で
、
当
時
世
界
的
な
評
価
を
受
け
る
ほ
ど

の
地
図
や
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
人
物
で
あ
る
。
王
仁
三
郎
は
一
九
二
四
年
に
蒙
古

入
り
し
て
世
間
を
驚
か
せ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
綾
部
滞
在
中
に
日
野
は
新
疆
旅
行
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
貴
重
な
資
料
・
地
図
等
を
王
仁
三
郎
に
見
せ
た
は
ず
で
あ
り
、

王
仁
三
郎
が
蒙
古
入
り
を
思
い
付
く
上
で
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る㉒
。

ま
た
王
仁
三
郎
は
一
九
二
〇
年
代
に
宗
社
党
と
の
関
係
を
深
め
、
宣
統
帝
を
擁
立

す
る
復
辟
運
動
を
画
策
し
な
が
ら
満
蒙
地
域
の
独
立
運
動
に
関
与
し
て
い
る
。
日
野

は
一
九
一
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
陜
西
省
で
行
っ
た
升
允
ら
宗
社
党
の
動
向
に
関

す
る
調
査
や
、
そ
の
後
の
青
島
に
お
け
る
活
動
で
得
ら
れ
た
情
報
を
王
仁
三
郎
に
惜

し
み
な
く
語
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、日
野
と
大
本
教
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、

日
野
の
次
女
が
林
出
賢
次
郎
と
結
婚
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
林
出
は
大
本
教
に
入
信
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
林
出
の
経
歴
を
辿

り
な
が
ら
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
野
と
出
会
い
、
さ
ら
に
大
本
教
に
入
信
し
て

い
っ
た
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
林
出
賢
次
郎
の
伊
犁
調
査

林
出
賢
次
郎
は
一
八
八
二
年
和
歌
山
県
に
生
ま
れ
、
一
三
歳
の
時
に
御
坊
市
湯
川

町
の
林
出
精
一
の
養
子
と
し
て
入
籍
し
た㉓
。
南
方
熊
楠
も
出
た
和
歌
山
県
立
第
一
中

学
校
を
一
九
〇
一
年
に
首
席
で
卒
業
し
た
が
、
養
父
母
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
進
学
を

断
念
し
、
一
年
ほ
ど
紀
三
井
寺
の
高
等
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
っ
た
。
学
校
の
宿

直
室
に
寝
起
き
し
て
、
夜
明
け
前
に
紀
三
井
寺
の
観
音
様
に
参
詣
す
る
の
を
日
課
と

し
た
と
い
う
。こ
れ
以
後
、林
出
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
観
音
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
ま
た
、
林
出
の
宗
教
に
対
す
る
関
心
は
こ
の
頃
に
芽
生
え
た
。

し
か
し
、
青
雲
の
志
を
捨
て
き
れ
な
い
林
出
は
、
和
歌
山
県
か
ら
唯
一
人
の
県
費

留
学
生
に
選
ば
れ
て
、
二
十
歳
の
時
で
あ
る
一
九
〇
二
年
に
、
上
海
の
東
亜
同
文
書

院
に
二
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
東
亜
同
文
書
院
は
日
本
の
大
陸
政
策
の
一
環
と
し

て
、
近
衛
篤
麿
が
会
長
を
つ
と
め
る
東
亜
同
文
会
が
一
九
〇
一
年
に
設
立
し
た
専
門

学
校
で
あ
る
。
林
出
は
一
九
〇
五
年
三
月
に
同
校
を
卒
業
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

は
日
露
戦
争
の
真
最
中
で
あ
り
、
日
英
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
と

共
同
で
清
露
国
境
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
活
動
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
イ
ギ
リ
ス
は
す
で
に
新
疆
内
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
領
事
館
を
置
い
て
い
た
の
で
、

そ
れ
よ
り
以
北
の
調
査
を
日
本
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
、
東
亜
同
文
書
院
の
院
長
で
あ
っ
た
根
津
一
は
、
こ
の
任
務
を
遂
行
す
る
人

物
を
選
定
す
る
よ
う
に
外
務
省
か
ら
依
頼
を
受
け
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
第
二
期

の
卒
業
生
が
輩
出
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
林
出
が
い
た
。
林
出
は
、
草
政
吉
、
三
浦
稔
、

桜
井
好
孝
、
石
井
久
次
と
と
も
に
上
海
か
ら
帰
国
す
る
や
、
そ
の
足
で
京
都
伏
見
桃

山
に
療
養
中
で
あ
っ
た
根
津
院
長
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
新
疆
調
査
の
話
を
聞
く
と
、

林
出
、
草
、
三
浦
、
桜
井
ら
四
人
は
、
そ
の
場
で
承
諾
し
た
。
し
か
し
、
石
井
だ
け

は
ど
う
し
て
も
従
軍
の
初
志
を
変
え
ず
断
っ
た
の
で
、
あ
と
で
波
多
野
養
作
が
加

わ
っ
た㉔
。

こ
う
し
て
、
林
出
は
伊イ

リ犁
、
草
は
烏ウ

リ
ヤ
ス
タ
イ

里
雅
蘇
台
、
三
浦
は
庫ク

ー
ロ
ン倫

（
現
在
の
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
）、
桜
井
は
布コ

プ

ト
多
科
、
波
多
野
は
廸チ

ー
フ
ァ化

（
ウ
ル
ム
チ
）
を
調
査
す
る
こ
と
と

な
っ
た㉕
。
コ
ー
ス
の
相
談
を
す
る
中
で
、
林
出
は
誰
も
希
望
し
な
か
っ
た
最
も
遠
い

伊
犁
行
を
引
き
受
け
た
。
こ
う
し
て
林
出
は
外
務
省
の
嘱
託
と
し
て
「
清
国
新
疆
省

露
清
国
境
伊
犁
地
方
調
査
」
を
命
じ
ら
れ
、
西
域
調
査
の
旅
に
出
た
。
名
前
を
「
林

慕
勝
」
と
変
え
、
中
国
服
に
辮
髪
姿
で
清
国
人
に
変
装
し
た
林
出
は
、
漢
人
と
蒙
古

人
の
従
者
を
従
え
て
、
ラ
ク
ダ
で
ゴ
ビ
砂
漠
を
渡
り
、
天
山
山
脈
を
越
え
て
新
疆
の

ウ
ル
ム
チ
か
ら
伊
犁
に
入
り
、
七
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
大
旅
行
を
行
っ
た㉖
。

中
国
へ
渡
っ
た
林
出
は
一
九
〇
五
年
七
月
に
北
京
を
発
ち
、
山
西
省
の
太
原
か
ら

潼
関
を
経
て
西
安
に
至
り
、
西
安
か
ら
甘
粛
省
の
蘭
州
に
着
い
た
。
し
か
し
、
道
中

で
痔
を
病
み
、蘭
州
で
約
一
ヵ
月
宣
教
師
の
福
音
堂
病
院
に
入
院
し
て
手
術
を
し
た
。

こ
の
時
、蘭
州
の
道
台
（
県
知
事
や
府
知
事
に
相
当
）
を
つ
と
め
て
い
た
王
樹
柟
（
王
晋

卿
）
と
い
う
役
人
に
、
外
国
人
登
録
証
や
滞
在
手
続
き
の
関
係
で
頻
繁
に
会
っ
て
い

る
う
ち
に
、
林
出
は
と
て
も
気
に
入
ら
れ
た㉗
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
結
ん
だ
彼
と
の
縁

が
林
出
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
林
出
は
万
里
の
長
城
の
西
端
・
嘉
峪
関
を
過
ぎ
て
、
甘
粛
省
の
安
西
に

到
着
し
、さ
ら
に
新
疆
省
に
入
っ
て
ゴ
ビ
砂
漠
を
縦
断
し
、一
九
〇
六
年
一
月
に
哈ハ

ー
ミ
ー密

に
到
着
し
た
。
そ
こ
か
ら
天
山
南
路
を
西
に
向
か
っ
て
吐ト

ル
フ
ァ
ン

魯
蕃
を
経
由
し
、
さ
ら
に

天
山
を
北
に
越
え
て
新
疆
の
廸
化
に
辿
り
着
い
た
。
そ
の
後
、
天
山
北
路
を
通
っ
て

伊
犁
に
向
か
い
、
四
月
に
最
終
目
的
地
で
あ
る
伊
犁
の
首
府
綏
定
城
に
到
着
し
た
。

世
界
の
険
山
と
い
わ
れ
る
天
山
北
路
を
含
む
大
旅
行
で
あ
り
、
林
出
は
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
通
っ
て
伊
犁
ま
で
行
っ
た
最
初
の
日
本
人
と
な
っ
た
。

林
出
は
伊
犁
の
首
府
綏
定
城
を
拠
点
と
し
て
約
五
ヶ
月
間
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、

与
え
ら
れ
た
任
務
に
関
す
る
調
査
を
進
め
た
が
、
伊
犁
の
府
知
事
・
汪
歩
端
が
非
常

な
客
好
き
で
優
遇
を
受
け
た
。
ま
た
、
彼
が
日
本
人
で
あ
る
と
聞
き
つ
け
て
、
会
い

た
い
と
言
っ
て
き
た
者
が
出
て
き
た
。
近
く
の
吐ト

ル

ハ

ト

爾
扈
特
郡
の
王
で
あ
る
。
こ
の
老

王
の
息
子
で
あ
る
巴
爾
塔
が
、当
時
、日
本
で
佐
々
木
蒙
古
王
と
言
わ
れ
て
有
名
だ
っ

た
、佐
々
木
安
五
郎
代
議
士
の
世
話
に
な
っ
て
勉
強
し
て
い
た
。息
子
が
日
本
へ
行
っ

て
い
る
が
、
日
本
が
ど
ん
な
国
か
分
か
ら
な
い
。
ぜ
ひ
日
本
人
に
会
っ
て
み
た
い
と

い
う
の
で
あ
る㉘
。

吐
爾
扈
特
王
と
林
出
は
一
見
し
て
親
し
く
な
っ
た
。
老
王
は
林
出
に
、
自
分
の
施

政
地
で
あ
る
烏ウ

ス蘇
に
来
る
よ
う
に
誘
っ
た
。
そ
の
場
所
は
、
伊
犁
と
廸
化
の
中
間
の

地
方
に
あ
り
、
そ
こ
に
行
く
に
は
天
山
山
脈
を
越
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

林
出
は
四
昼
夜
を
か
け
て
天
山
山
脈
を
越
え
、
烏
蘇
に
到
着
し
た
。
林
出
は
烏
蘇
の
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王
府
内
に
住
ま
い
、
王
府
中
の
歓
待
を
受
け
な
が
ら
二
ヵ
月
を
過
し
た㉙
。

そ
し
て
一
九
〇
六
年
末
、
新
任
の
伊
犂
将
軍
を
出
迎
え
る
た
め
、
吐
爾
扈
特
王
が

廸
化
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
林
出
も
同
行
し
た
。
廸
化
に
到
着
す
る
と
、
蘭
州
で
世

話
に
な
っ
た
王
樹
柟
道
台
が
布
政
使
と
し
て
着
任
し
て
い
た
。彼
は
当
時
、中
国
屈
指

の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
西
太
后
の
お
気
に
入
り
で
、
非
常
な
栄
進
で
新
疆
省
布
政
使

と
な
り
、
廸
化
に
着
任
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
布
政
使
は
新
疆
省
に
お
け
る
文
官
の

最
高
官
で
あ
り
、
役
人
の
任
免
権
か
ら
全
省
の
財
政
を
掌
握
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

約
二
ヶ
月
間
、林
出
は
王
樹
柟
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
、手
厚
い
保
護
を
受
け
な
が
ら

親
密
な
交
流
を
し
た
。

王
樹
柟
は
と
く
に
教
育
に
熱
心
で
、廸
化
に
法
政
学
堂（
官
吏
養
成
所
）と
陸
軍
小
学

堂
（
陸
軍
士
官
学
校
）
の
建
設
を
計
画
し
、林
出
に
両
学
堂
の
教
習
（
教
授
に
相
当
）
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
林
出
は
こ
の
申
し
出
を
断
り
切
れ
ず
、「
無
学
の
自
分

は
そ
の
任
で
な
い
と
思
う
が
、
も
し
先
生
が
私
を
弟
子
と
し
て
教
え
を
賜
る
な
ら
ば

お
引
き
受
け
致
し
ま
す
。
そ
の
た
め
一
度
帰
国
し
て
了
解
を
得
て
参
り
ま
す
」
と
約

束
し
た㉚
。

こ
う
し
て
林
出
は
二
年
間
の
滞
在
を
終
え
、
一
九
〇
七
年
二
月
に
帰
国
の
途
に
着

い
た
。
林
出
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
の
従
者
と
護
衛
二
騎
を
従
え
て
廸
化
を
出
発
し
、

北
京
に
向
っ
た
。
そ
の
途
中
、
新
疆
の
廸
化
に
い
よ
い
よ
入
ろ
う
と
い
う
天
山
山
中

の
砂
漠
で
、
ア
ン
ペ
ラ
で
天
蓋
を
作
っ
た
幌
馬
車
が
二
台
、
林
出
の
馬
と
す
れ
違
っ

た
。
林
出
は
怪

に
思
っ
て
、
騎
兵
の
一
人
を
見
に
行
か
せ
る
と
、
ほ
ど
な
く
手
に

小
さ
い
紙
片
を
持
っ
て
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
手
帳
を
破
っ
た
紙
で
、
中
国
人
に
は

分
か
ら
な
い
よ
う
に
片
仮
名
の
文
字
で
、「
リ
ク
グ
ン
・
シ
ョ
ウ
サ
・
ヒ
ノ
・
オ
メ
ニ

カ
カ
リ
タ
シ
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
野
は
特
命
を
帯
び
て

伊
犁
で
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
現
地
に
向
か
う
途
中
で
林
出
に
ば
っ
た
り

出
会
っ
た
の
で
あ
る㉛
。
林
出
は
二
年
ぶ
り
に
日
本
人
と
出
会
っ
た
嬉
し
さ
で
、
大
急

ぎ
で
幌
馬
車
の
所
に
駆
け
つ
け
た
。
そ
の
後
、
林
出
は
再
び
廸
化
に
引
き
返
し
て
日

野
と
数
日
の
間
、
懇
談
し
た
。
林
出
は
日
野
に
多
く
の
要
人
を
紹
介
し
て
便
宜
を
図

り
、
西
域
新
疆
事
情
を
伝
え
た
後
、
あ
ら
た
め
て
帰
国
の
途
に
就
い
た
。

日
本
に
帰
国
し
た
林
出
は
外
務
省
に
詳
細
な
報
告
書
を
提
出
し
た32
。
そ
し
て
、
教

習
の
件
を
持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、外
務
省
か
ら
許
可
が
下
り
た
。
こ
う
し
て
林
出
は
、

王
樹
柟
布
政
使
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
一
九
〇
七
年
に
休
む
間
も
な
く
中
国
へ

渡
り
、再
び
天
山
を
越
え
て
廸
化
（
ウ
ル
ム
チ
）
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
八
年

二
月
に
法
政
学
堂
と
陸
軍
小
学
堂
の
教
習
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
前
約
通
り
に
、
林

出
は
正
式
に
王
樹
柟
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
、毎
夜
古
文
の
講
義
を
受
け
た
。
そ
の
間
、

林
出
は
懐
か
し
の
烏
蘇
に
吐
爾
扈
特
王
を
訪
ね
て
旧
交
を
温
め
て
い
る
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
契
約
期
間
の
二
年
と
な
り
、
一
九
一
〇
年
三
月
に
林
出
は

教
習
の
職
を
辞
任
し
、王
樹
柟
の
引
き
と
め
を
辞
し
て
廸
化
を
後
に
し
、日
本
へ
帰
国

し
た33
。
な
お
、
こ
の
二
回
目
の
新
疆
滞
在
期
間
中
に
、
王
樹
柟
は
新
疆
省
通
志
の
編

纂
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
て
一
九
一
一
年
に
新
疆
省
通
志

が
『
新
疆
図
誌
』
全
一
一
六
巻
と
し
て
完
成
し
た
。
林
出
は
「
郷
土
志
」
の
鈔
本
を

入
手
し
、
そ
の
う
ち
の
三
〇
種
、
そ
れ
に
全
省
図
説
一
種
（
合
計
三
一
種
、
三
二
冊
）

を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
い
る34
。

三
、
大
本
教
と
道
院
・
紅
卍
字
会
の
提
携
仲
介

林
出
は
新
疆
伊
犁
で
の
調
査
を
終
え
た
後
、
中
国
在
勤
の
外
務
省
通
訳
生
と
し
て

正
式
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
北
京
・
奉
天
・
上
海
・
南
京
・
漢
口
な
ど
中
国

各
地
に
赴
任
し
な
が
ら
、
三
十
年
余
り
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
（
表
1
参
照
）。
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表 1：林出賢次郎の略歴
年 年齢 事項

1882 － 8 月 22 日和歌山県にて父津村長次郎、母テルの二男として誕生
1895 13 林出精一の養子となる。寂しさから観音信仰をもつ。
1902 20 県費留学生として上海の東亜同文書院に入学
1905 23 同校の第二期生として卒業、外務省嘱託として清国新疆省露清国境伊犁地方調査

を命ぜられる。
1905.7
～ 1907.5

23
～ 25

天山を越え廸化（ウルムチ）を経て伊犁に至り 5ヶ月間の滞在調査を行う。帰途、
日野強と砂漠の中で遭遇

1907.10
～ 1910.7

25
～ 28

外務通訳生として第 2回目の新疆旅行。王樹柟布政使のもとで廸化にある法政学
堂と陸軍小学堂の教習に就任

1912 30 外務通訳生として北京公使館勤務
1913 31 奉天に転勤
1916 34 外務書記生に任命、叙勲八等瑞宝章
1917 35 上海に転勤
1920 38 上海総領事館副領事、叙高等官七等、叙従七位、叙勲七等瑞宝章
1921 39 東京に転勤、外務理事官、外務省情報部第一課、叙勲六等瑞宝章
1922 40 山東懸案解決に関する共同委員会委員随員として北京に出張、叙高等官六等、叙

正七位
1923 41 南京に転勤、南京総領事館領事、叙単光旭日章
1925 43 北京公使館一等通訳官、叙高等官五等、叙従六位
1926 44 中国の治外法権に関する委員会に委員随行を命じられ北京へ出張、英国出張、

ヨーロッパ視察調査、ジュネーブ国際連盟総会帝国代表者随員、米国視察調査、
叙勲五等瑞宝章

1929 47 漢口総領事館領事、公使館二等書記官、上海に勤務、叙高等官四等、正六位
1932 50 国際連盟支那調査委員会参与随員、満洲派遣特命全権大使随員、奉天総領事館領

事、大使館二等書記官、新京に在勤
1933 51 在官兼任のまま満洲国執政府「行走」に聘せられる。
1934 52 満洲国宮内府「行走」に任命
1935 53 満洲国皇帝陛下御訪日扈従員、叙雙光旭日章
1936 54 叙勲四等瑞宝章
1936 54 満洲国新京大使館一等書記官、叙高等官三等
1938 56 満洲国宮内府「行走」解任、北京大使館に転勤
1940 58 叙正五位
1941 59 北京大使館参事官、叙高等官二等、依願免本官、特旨を以て叙従四位
1941 59 東亜同文書院大学校学生監、上海へ赴任
1943 61 宮内省式部職御用掛被仰付（勅任待遇）、大東亜省嘱託、外務省書記生試験臨時

委員
1945 63 敗戦に伴う職制変革宮内省御用掛被仰付（勅任待遇）
1948 66 東京を引き揚げ郷里に戻る。
（典拠：「林出賢次郎小史」『東方君子：尋賢林出賢次郎翁を偲ぶ草々』林出翁をしのぶ会編集兼発行、1973 年、
183 ～ 193 頁。「林出賢次郎関係文書」旧蔵者履歴〔https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/hayashidekennjirou1.
php〕を参照）
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そ
の
間
、
林
出
は
大
本
教
の
信
者
と
な
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
林
出
は
伊

犂
で
の
調
査
を
終
え
て
日
本
へ
帰
国
す
る
途
中
、
天
山
山
中
の
砂
漠
で
日
野
強
少
佐

と
出
会
っ
た
。
こ
の
夜
、
林
出
は
ウ
ル
ム
チ
に
戻
っ
て
日
野
と
親
交
を
温
め
、
両
者

は
す
っ
か
り
意
気
投
合
し
た
。
日
野
に
は
二
人
の
娘
が
い
た
が
、
林
出
に
「
娘
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
ら
ん
か
」
と
申
し
出
た
。
す
る
と
、
林
出
も
「
え
え
、
ぜ
ひ
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
、
そ
の
場
で
結
婚
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
林
出
は
日
本
に
帰
る
と
、

弁
髪
の
ま
ま
中
国
人
風
の
姿
で
日
野
家
を
訪
れ
、日
野
の
留
守
家
族
を
仰
天
さ
せ
た
。

し
か
し
娘
は
ま
だ
十
五
、
六
歳
と
い
う
少
女
だ
っ
た
の
で
、
数
年
間
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
っ
た
。
後
に
、
こ
の
姉
妹
の
う
ち
妹
の
カ
ヨ
の
方
が
、
一
九
一
二
年
に
林
出

と
結
婚
し
た
の
で
あ
る35
。

そ
の
後
、
日
野
は
大
佐
で
退
役
し
、
一
九
一
九
年
頃
に
大
本
教
に
入
信
し
て
王
仁

三
郎
の
顧
問
と
な
っ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
、
林
出
は
夫
人
と
共
に
一
九
二
〇
年
に
大

本
教
に
入
信
し
た36
。
林
出
が
大
本
教
と
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
林
出
の

従
兄
弟
に
あ
た
る
上
西
信
助
が
大
本
教
の
財
務
局
長
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
も
大
き

く
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る37
。

こ
う
し
て
大
本
教
の
信
者
と
な
っ
た
林
出
は
、
中
国
駐
在
外
交
官
と
し
て
仕
事
を

す
る
中
で
道
院
・
紅
卍
字
会
に
入
会
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
あ
る
。
戦
後
、林

出
は
そ
の
時
の
こ
と
を
述
懐
し
た
回
顧
談
を
発
表
し
て
い
る38
。
そ
の
内
容
を
要
約
す

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
中
国
の
道
院
で
は
扶

の
壇
に
お
い
て
「
二
八
万

斤
（
約
二
千
石
）
の
白
米
と
義
捐
金
一
万
円
を
日
本
に
送
れ
」
と
い
う
命
令
が
下
さ
れ

た
。
こ
の
神
示
を
受
け
て
、
北
京
の
紅
卍
字
会
中
華
総
会
は
、
米
の
産
地
で
あ
る
紅

卍
字
会
南
京
分
会
に
そ
の
買
入
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
中
国
で
防
穀
令
が
布

告
さ
れ
て
お
り
、
米
の
輸
出
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
当
時
、
林
出
は
日
本
外

務
省
の
書
記
官
と
し
て
南
京
領
事
館
に
勤
務
し
て
お
り
、
地
元
の
中
国
人
名
士
と
親

交
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
林
出
に
こ
れ
を
贈
呈
し
て
そ
の
個
人
的
所
有
物
と
し
た

上
で
、
日
本
へ
輸
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
林
出
は
日
本
人
だ
か
ら
防
穀
令
の
制
約
を

受
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
二
八
万
斤
の
白
米
が
林
出
に
贈
ら
れ
た
。
林
出
は
す
ぐ
に
日
清
汽
船
会

社
の
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
白
米
を
日
本
に
送
り
、
震
災
の
被
災
者
救
援
に
役
立
て

た
。
こ
の
時
、
林
出
は
道
院
・
紅
卍
字
会
の
存
在
を
初
め
て
知
っ
た
。
そ
し
て
、
南

京
弁
護
士
会
の
会
長
に
し
て
紅
卍
字
会
南
京
分
会
長
で
も
あ
っ
た
陶
道
開
の
紹
介
に

よ
り
、
林
出
自
身
も
道
院
・
紅
卍
字
会
に
入
会
し
、
扶

に
よ
り
「
尋
賢
」
と
い
う

道
名
が
与
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
紅
卍
字
会
中
華
総
会
で
は
慰
問
使
節
員
を
日
本
へ
派
遣
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
林
出
が
日
本
の
外
務
省
に
詳
細
な
報
告
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、林
出
が
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
一
〇
月
八
日
に
外
務
大
臣
宛
に

送
っ
た
報
告
書
が
あ
る39
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
北
京
に
あ
る
世
界
紅
卍
字
会
中
華
総
会
か
ら
救
恤

米
二
千
担
を
日
本
に
寄
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
江
蘇
省
の
督
軍
お
よ
び
省
長
の
特

別
許
可
を
得
て
、
米
二
千
担
を
購
入
し40
、
林
出
に
「
一
袋
百
四
十
斤
入
二
千
袋
」
を

交
付
し
た
。
そ
し
て
江
蘇
省
の
税
関
に
お
い
て
東
京
震
災
救
護
局
宛
輸
出
手
続
を
終

了
し
、
上
海
を
経
由
し
て
神
戸
へ
輸
送
し
た
。
北
京
に
あ
る
紅
卍
字
会
中
華
総
会
の

会
員
中
に
は
王
士
珍
、
王
芝
祥
、
江
朝
宗
ら
が
お
り
、
南
京
に
お
い
て
も
齊
督
軍
、

韓
省
長
、
宮
鎮
守
使
、
お
よ
び
葉
総
商
会
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
官
民
の
有
力
な
信

者
が
多
く
、
浙
江
の
督
辦
・
盧
永
祥
、
上
海
の
護
軍
使
・
何
豊
林
ら
も
ま
た
紅
卍
字

会
の
会
員
で
あ
っ
た
。
今
回
、
江
蘇
省
と
浙
江
省
の
両
省
間
で
和
平
協
定
が
結
ば
れ

た
が
、
そ
れ
も
紅
卍
字
会
の
信
者
が
、
そ
の
宗
旨
と
す
る
和
平
促
進
の
信
条
を
実
現

す
る
た
め
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
救
恤
米
の
発
送
と
と
も
に
、
紅
卍
字
会
中
華
総
会
の
代
表
と
し
て
侯
延
爽
、

楊
承
謨
、
馮
閲
謨
の
三
名
を
派
遣
し
て
、
災
害
状
況
を
視
察
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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今
回
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
三
代
表
は
、
い
ず
れ
も
日
本
留
学
生
出
身
で
、
災
害
視
察

を
兼
ね
て
紅
卍
字
会
の
宗
旨
を
宣
伝
し
、
さ
ら
に
日
本
に
も
道
院
を
設
け
て
日
中
の

和
平
親
善
を
図
ろ
う
と
し
た41
。

林
出
の
報
告
書
に
は
、
概
ね
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
報

告
書
の
最
後
に
『
世
界
紅
卍
字
会
大
綱
曁
施
行
細
目
』
の
原
本
（
中
国
語
）
と
「
世
界

紅
卍
字
大
綱
曁
施
行
細
目
訳
文
」（
大
正
十
三
年
十
一
月
拾
日
記
録
係
接
受
）、
お
よ
び

「
在
南
京
領
事
官
林
出
賢
次
郎
か
ら
日
本
外
務
省
出
淵
局
長
宛
書
簡
」が
付
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
林
出
が
出
淵
局
長
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
紅
卍
字
会
代
表
者
ら
が

日
本
に
渡
っ
て
上
京
し
た
際
、
外
務
省
当
局
で
よ
く
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
書
簡
を
引
用
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

右
団
体
〔
道
院
・
紅
卍
字
会
を
指
す
：
引
用
者
〕
ハ
世
界
宗
教
統
一
ノ
大
理
想

ヲ
有
シ
、
霊
学
研
究
会
宗
教
研
究
会
等
ノ
機
関
ヲ
設
ケ
多
ク
ノ
信
者
ヲ
有
シ
、

目
下
盛
ン
ニ
信
者
ヲ
増
加
シ
ツ
ツ
、
平
和
運
動
ト
慈
善
事
業
ニ
努
力
シ
ツ
ツ
ア

ル
団
体
ニ
シ
テ
〔
…
〕
同
団
体
ニ
テ
ハ
救
災
米
ヲ
日
本
ニ
送
ル
ト
同
時
ニ
、
同

団
体
ノ
北
京
本
部
ヨ
リ
代
表
三
名
ヲ
日
本
ニ
派
遣
シ
、
該
団
体
ノ
主
旨
ヲ
日
本

ニ
伝
ヘ
賛
成
者
ヲ
得
度
キ
希
望
ナ
ル
趣
ニ
テ
、
代
表
中
二
名
ハ
天
津
ヨ
リ
直
接

渡
日
シ
、
内
一
人
侯
延
爽
君
小
官
ヲ
来
訪
シ
、
輸
出
米
ニ
関
ス
ル
手
続
上
ノ
打

合
セ
ヲ
為
セ
ル
際
、日
本
内
地
ニ
於
ケ
ル
知
人
ニ
紹
介
ヲ
希
望
セ
ラ
レ
候
ニ
付
、

不
取
敢
閣
下
ニ
御
紹
介
申
上
候
間
、
参
上
ノ
際
ハ
右
ノ
御
含
ミ
ヲ
御
面
会
ヲ
賜

ハ
リ
度
、
尚
ホ
今
春
東
京
ニ
成
立
セ
シ
霊
学
研
究
会
員
ノ
誰
カ
ニ
御
紹
介
ヲ
賜

ラ
ハ
、東
京
ノ
大
学
教
授
其
他
各
宗
派
ノ
名
士
入
会
致
居
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ス
、

姉
崎
博
士
ヤ
大
本
教
ニ
テ
名
高
キ
浅
野
和
三
郎
氏
等
モ
ア
リ
シ
様
承
知
致
居

候
、
又
該
研
究
会
員
御
不
明
ノ
様
ニ
候
ハ
バ
、
御
知
人
中
宗
教
上
趣
味
ヲ
有
ス

ル
方
ニ
御
引
合
セ
ヲ
賜
ハ
リ
度
、
先
ハ
右
侯
君
御
紹
介
迄
如
斯
御
座
候
敬
具42

な
お
、
こ
の
書
簡
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
三
名
の
慰
問
派
遣
員
の
う
ち
、
侯
延

爽
（
道
名
：
素
爽
）
は
清
末
に
日
本
の
法
政
大
学
に
留
学
し
た
経
験
を
持
ち
、
裕
福
な

家
柄
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
り
、
中
国
銀
行
の
ハ
ル
ビ
ン
支
店
長
や
税
関
長
な
ど

を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る43
。
こ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
日
本
の
知
人
を
紹
介
し
て
も
ら

う
た
め
に
、侯
延
爽
は
日
本
へ
渡
る
前
に
わ
ざ
わ
ざ
林
出
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
が
、

彼
が
こ
の
よ
う
な
依
頼
を
し
た
の
は
道
院
・
紅
卍
字
会
の
宣
伝
と
普
及
が
目
的
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
林
出
は
日
本
外
務
省
の
出
淵
局
長
を
訪

ね
る
よ
う
に
侯
延
爽
に
勧
め
、
そ
の
旨
を
出
淵
局
長
に
知
ら
せ
る
た
め
に
こ
の
書
簡

を
書
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
（
一
九
二
三
年
）
の
三
月

に
東
京
で
心
霊
科
学
研
究
会
が
結
成
さ
れ
て
い
た
（
こ
の
報
告
書
に
は
「
霊
学
研
究
会
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
そ
こ
で
林
出
は
、

侯
延
爽
を
心
霊
科
学
研
究
会
の
会
員
で
あ
る
姉
崎
正
治
（
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に

宗
教
学
講
座
を
開
設
し
た
教
授
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
）
や
浅
野

和
三
郎
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
浅
野
和
三
郎

の
名
前
が
出
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
浅
野
は
海
軍
機
関
学
校
の
英
語
教
師
で

あ
っ
た
が
、
鎮
魂
帰
神
法
に
興
味
を
持
ち
、
一
九
一
五
年
に
大
本
教
に
入
信
し
た44
。

そ
の
後
、
一
九
二
一
年
の
第
一
次
大
本
事
件
を
機
に
教
団
を
離
れ
、
当
時
イ
ギ
リ
ス

で
隆
盛
し
て
い
た
「
心
霊
主
義
（spiritu

alism

）」
の
影
響
を
受
け
て
、一
九
二
三
年

三
月
に
心
霊
科
学
研
究
会
を
創
設
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
侯
延
爽
が
日
本
を
訪
問
す
る
以
前
の
段
階
で
、
林
出
が
道
院
・

紅
卍
字
会
の
交
流
先
と
し
て
大
本
教
を
念
頭
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
孫
江
は
、
中
国
第
二
歴
史

案
館
所
蔵
の
紅
卍
字
会
関
係
資
料
を

も
と
に
、
林
出
が
関
東
大
震
災
発
生
後
、
大
本
教
と
紅
卍
字
会
を
結
び
つ
け
る
た
め

に
頻
繁
に
紅
卍
字
会
南
京
分
会
を
訪
問
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る45
。

ま
た
、
日
本
に
到
着
し
て
か
ら
の
使
節
員
一
行
の
動
向
は
、
林
出
が
作
成
し
た
別
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の
報
告
書
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
私
信
ヲ
以
テ
出
淵
亜
細
亜
局
長
ニ
対
シ
該
代
表
者
等
登
省
セ
シ
場
合
ニ

ハ
、
前
年
東
京
ニ
於
テ
大
学
教
授
各
派
宗
教
家
及
学
者
等
有
志
ヨ
リ
成
立
セ
ル

霊
学
研
究
会
ノ
会
員
ニ
紹
介
シ
テ
、
宗
教
上
ノ
意
見
ノ
交
換
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
様

御
尽
力
方
御
依
頼
申
上
ゲ
、
又
前
上
海
篠
崎
病
院
長
ニ
シ
テ
現
今
東
京
芝
三
田

ニ
居
住
ス
ル
篠
崎
都
香
佐
氏
ニ
該
代
表
者
ヲ
紹
介
シ
、
篠
崎
氏
及
山
岡
海
軍
中

将
等
ノ
有
志
ヨ
リ
成
ル
神
学
会
ニ
於
テ
該
代
表
ト
意
見
ヲ
交
換
セ
ラ
レ
ン
コ
ト

ヲ
依
頼
シ
、
更
ニ
小
官
ノ
知
人
ヲ
通
シ
テ
該
代
表
者
等
ヲ
京
都
府
下
綾
部
ナ
ル

大
本
本
部
ニ
モ
紹
介
致
置
候
、
然
ル
ニ
代
表
侯
延
爽
氏
等
東
京
滞
在
ノ
日
子
ノ

少
ナ
カ
リ
シ
関
係
モ
ア
リ
、
僅
カ
ニ
篠
崎
氏
ノ
紹
介
ニ
テ
右
神
学
会
ノ
一
員
ニ

テ
天
理
教
信
者
タ
ル
山
口
文
学
士
ト
半
日
意
見
ノ
交
換
ヲ
為
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ

其
侭
神
戸
ニ
引
返
シ
来
リ
、
一
度
大
和
ノ
天
理
教
本
部
ヲ
訪
ヒ
シ
模
様
ナ
ル
モ

多
ク
得
ル
所
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
ク
、
斯
ク
テ
大
本
本
部
ヲ
訪
フ
ニ
及
ヒ
互
ニ

其
教
義
ヲ
信
ス
ル
ニ
至
リ
直
チ
ニ
神
戸
ニ
道
院
ヲ
開
設
セ
ン
ト
ノ
議
纏
リ46

こ
の
報
告
書
か
ら
、
林
出
が
侯
延
爽
に
、
心
霊
科
学
研
究
会
の
会
員
の
ほ
か
に
も
、

前
上
海
篠
崎
病
院
長
ら
が
組
織
し
た
神
学
会
や
大
本
教
を
紹
介
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
侯
延
爽
は
神
学
会
会
員
の
紹
介
を
通
じ
て
天
理
教
を
訪
問
し
た
が
意

に
適
わ
ず
、
大
本
教
を
訪
問
し
て
大
き
な
成
果
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、
侯
延
爽
は
義
捐
金
を
東
京
震
災
復
興
局
に
届
け
た
後
、
大
本
教
の
綾
部
本

部
を
訪
問
し
、
教
主
の
王
仁
三
郎
と
面
会
し
た
。
そ
の
時
、
初
対
面
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
道
院
の
教
え
と
大
本
教
の
教
理
は
根
本
的
に
同
じ
で
あ
る
と
し
て
、
両

者
は
互
い
に
意
気
投
合
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、「
大
本
教
モ
近
ク
北
京
ニ
布

教
師
ヲ
送
リ
、
世
界
紅
卍
字
会
ノ
援
助
ヲ
得
テ
大
宣
伝
ノ
計
画
ヲ
立
テ
、
世
界
紅
卍

字
会
モ
大
本
教
ト
提
携
シ
テ
神
戸
ヲ
根
拠
ト
シ
布
教
ス
ル
」
と
い
う
約
束
が
成
立
し

た47
。
そ
し
て
、
大
本
教
き
っ
て
の
中
国
通
で
中
国
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
北
村
隆
光
が

中
国
へ
派
遣
さ
れ
、
済
南
母
院
に
て
道
院
・
紅
卍
字
会
に
入
会
し
た
。
そ
の
後
、
侯

延
爽
と
北
村
隆
光
（
道
名
：
尋
宗
）
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
翌
一
九
二
四
年
三
月
神
戸
に

日
本
最
初
の
道
院
（
神
戸
道
院
）
が
開
設
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
道
院
・
紅
卍
字

会
の
慰
問
使
節
員
を
大
本
教
に
紹
介
し
、
両
教
団
の
提
携
を
仲
介
し
た
人
物
が
、
ま

さ
に
林
出
賢
次
郎
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
林
出
は
、
中
国
駐
在
外
交
官
と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
て
、
中
国
に
お
け
る

大
本
教
の
宣
教
活
動
に
様
々
な
便
宜
を
図
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
二
年
一
月
に
上

海
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
大
本
教
の
外
郭
団
体
で
あ
る
人
類
愛
善
会
の
東
洋
本
部
で

は
同
年
二
月
二
八
日
に
東
島
威
之
吉
ら
を
慰
問
使
と
し
て
派
遣
し
た
。
当
時
、
東
島

威
之
吉
は
海
軍
大
佐
で
あ
っ
た
が
、大
本
教
の
信
者
で
も
あ
っ
た
。そ
し
て
一
九
三
四

年
に
は
満
洲
国
の
大
本
教
支
部
で「
満
洲
辯
理
心
得
」の
役
職
に
つ
い
て
い
る48
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
、林
出
は
現
地
の
上
海
公
使
館
で
二
等
書
記
官
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、

林
出
の
案
内
で
東
島
ら
人
類
愛
善
会
東
洋
本
部
の
慰
問
使
一
行
は
、
軍
病
院
や
居
留

民
各
団
体
等
を
慰
問
し
た
。

ま
た
、
東
島
ら
慰
問
使
一
行
は
こ
の
時
、
上
海
に
あ
る
道
院
・
紅
卍
字
会
を
訪
問

し
た49
。
東
島
は
道
院
・
紅
卍
字
会
に
も
入
会
し
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
頃
に
は
東
京

方
面
の
道
院
に
お
け
る
神
位
取
扱
者
に
任
命
さ
れ
て
い
る50
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
と
お
り
、
東
島
は
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
交
流
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
東
島
が
上
海
の
道
院
・
紅
卍
字
会
を
訪
れ
た
際
、「
日
本
の
軍
部
当
局
者
が

紅
卍
字
会
に
対
し
て
良
い
理
解
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
に
死
体
の
埋
没
や
収
容
な
ど

の
活
動
が
思
う
ま
ま
出
来
な
い
。
特
に
通
行
証
が
無
い
」
こ
と
を
聞
い
た51
。
そ
こ
で

東
島
は
、林
出
に
紅
卍
字
会
の
要
望
を
充
た
す
よ
う
に
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

林
出
は
日
本
軍
と
折
衝
し
て
、
東
南
紅
卍
字
会
聯
合
救
済
第
一
隊
が
戦
区
に
て
兵
民

の
救
済
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
「
軍
事
長
官
の
諒
解
を
得
て
空
陸
海
軍
の
聯
合
布
告

を
た
の
み
〔
…
〕
陸
軍
よ
り
紅
卍
字
会
に
対
し
て
通
行
証
を
下
附
」
し
て
も
ら
う
な
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ど
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る52
。

四
、
満
洲
国
勤
務
時
代
に
お
け
る
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
関
わ
り

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
林
出
は
満
洲
国
の
大
使
館
に
転
勤
と
な
っ
た
。一
九
三
二

年
三
月
に
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
る
と
、
続
く
九
月
一
五
日
に
日
本
は
満
洲
国
を
承
認

す
る
た
め
に
新
京
で
日
満
議
定
書
の
調
印
式
を
行
っ
た
。
こ
の
時
、
林
出
は
上
海
の

領
事
館
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
日
本
側
の
特
命
全
権
大
使
で
あ
る
武
藤
信
義
陸
軍
大

将
の
随
員
に
選
ば
れ
、通
訳
の
仕
事
を
担
当
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、林
出
は
一
九
三
二

年
六
月
に
上
海
か
ら
奉
天
の
領
事
館
へ
転
任
し
、
同
年
一
〇
月
に
新
京
の
駐
満
日
本

大
使
館
二
等
書
記
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

な
お
、
満
洲
国
勤
務
時
代
に
お
い
て
も
林
出
は
大
本
教
と
緊
密
な
関
係
を
維
持
し

て
い
た
。
林
出
は
一
九
二
九
年
に
家
族
を
上
海
に
呼
び
寄
せ
た
が
、
一
九
三
二
年
一

月
に
上
海
事
変
が
起
こ
る
と
、
戦
火
を
避
け
る
た
め
に
、
同
年
二
月
に
家
族
を
大
本

教
本
部
の
あ
る
京
都
府
綾
部
の
日
野
家
在
所
に
避
難
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
大
本
教
の

機
関
誌
を
み
る
と
、
一
九
三
二
年
七
月
二
一
日
の
条
に
、「
信
者
林
出
賢
次
郎
氏
今
回

奉
天
領
事
に
栄
転
し
挨
拶
に
来
院
、
満
洲
別
院
に
来
院
し
た
」
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る53
。
そ
の
後
も
、
林
出
は
一
九
三
五
年
一
月
に
人
類
愛
善
会
満
洲
本
部
顧

問
に
任
命
さ
れ
て
い
る54
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
林
出
が
満
洲
国
勤
務
時
代
に
大
本
教
の

信
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
林
出
は
一
九
三
三
年
一
月
に
満
洲
国
執
政
府
の
「
行
走
」
に
聘
せ
ら
れ
、

溥
儀
の
通
訳
を
と
つ
め
る
秘
書
と
な
っ
た
（
翌
年
に
満
洲
国
の
帝
制
実
施
に
よ
っ
て
「
宮

内
府
行
走
」
と
な
る
）。「
行
走
」
と
い
う
の
は
清
朝
の
官
名
で
「
出
向
者
」
を
意
味
し
、

宮
中
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
身
分
の
高
い
者
に
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
同
年
二
月
に

は
関
東
軍
司
令
部
事
務
嘱
託
に
も
任
命
さ
れ
、
無
給
で
は
あ
る
が
兼
務
の
ま
ま
関
東

軍
通
訳
の
資
格
も
得
た
。

溥
儀
の
通
訳
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
林
出
の
そ
れ
ま
で
の
経
験
が
大
い
に
役
立
っ

た
。
二
度
に
わ
た
る
新
疆
調
査
の
際
に
、
林
出
は
布
政
使
の
王
樹
柟
か
ら
清
朝
の
宮

廷
言
葉
を
伝
授
さ
れ
た
。
林
出
が
日
満
議
定
書
の
調
印
式
で
通
訳
に
あ
た
っ
た
時
、

溥
儀
は
流
暢
に
清
朝
の
宮
廷
言
葉
を
あ
や
つ
る
林
出
に
注
目
し
た
。
二
人
は
調
印
式

の
あ
と
言
葉
を
交
わ
す
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
話
題
が
宗
教
の
話
に
な
り
、
両

者
に
は
共
通
の
信
仰
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た55
。

二
人
が
初
め
て
出
会
っ
た
と
き
溥
儀
は
二
六
歳
、
林
出
は
五
〇
歳
と
い
う
親
子
ほ

ど
の
年
齢
差
が
あ
っ
た
が
、
溥
儀
は
林
出
を
い
つ
も
「
林リ

ン
チ
ュ
ウ出」

と
よ
ん
で
親
愛
の
情

を
示
し
た
。
溥
儀
は
、
ふ
と
し
た
思
い
つ
き
が
ひ
ら
め
い
た
と
き
や
、
意
に
か
な
っ

た
書
が
仕
上
が
っ
た
と
き
な
ど
、
時
を
構
わ
ず
林
出
を
宮
廷
に
召
し
、
反
応
を
知
り

た
が
っ
た
。
そ
の
た
め
に
林
出
は
通
訳
の
仕
事
と
は
別
に
、
昼
夜
の
別
な
く
待
機
し

て
溥
儀
に
仕
え
る
生
活
を
送
っ
た
。
ま
た
、
天
皇
の
名
代
と
し
て
秩
父
宮
が
満
洲
国

の
建
国
を
慶
賀
す
る
た
め
に
訪
満
し
た
際
や
、
溥
儀
の
日
本
訪
問
な
ど
日
満
親
善
の

檜
舞
台
に
お
け
る
通
訳
は
、
い
つ
も
林
出
が
担
当
し
た56
。

林
出
は
そ
の
語
学
力
と
円
満
な
人
柄
に
よ
り
、
関
東
軍
、
国
務
院
、
宮
内
府
、
大

使
館
な
ど
日
本
人
官
吏
の
間
で
も
人
望
を
得
て
い
た
。
溥
儀
と
こ
れ
ら
の
役
所
間
の

連
絡
調
整
役
と
し
て
、
林
出
は
不
可
欠
な
人
材
と
な
っ
て
い
た
。
林
出
の
仕
事
ぶ
り

に
対
し
て
、
日
本
外
務
省
の
資
料
に
は
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

大
使
館
二
等
書
記
官
林
出
賢
次
郎
同
官
ノ
支
那
語
ノ
程
度
ニ
関
シ
テ
ハ
今
更
特

ニ
茲
ニ
絮
説
ヲ
要
セ
サ
ル
カ
、
同
官
ハ
当
大
使
館
開
設
以
来
専
ラ
当
館
支
那
語

関
係
事
務
ヲ
主
管
シ
、
歴
代
関
東
軍
司
令
官
ノ
重
要
ナ
ル
通
訳
事
務
ヲ
モ
担
当

ス
ル
ト
共
ニ
、
満
洲
国
皇
帝
陛
下
ノ
特
別
ナ
ル
御
親
任
ヲ
得
「
宮
内
府
行
走
」

ノ
待
遇
ノ
下
ニ
、
陛
下
ト
歴
代
大
使
ト
ノ
会
談
ハ
同
官
ニ
依
リ
テ
ノ
ミ
担
任
セ

ラ
レ
居
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
宮
内
府
内
外
諸
儀
式
ノ
際
ノ
勅
語
乃
至
奉
答
ハ
、

帝
政
実
施
以
来
同
官
一
人
ニ
テ
担
当
シ
居
ル
外
、
陛
下
ニ
対
ス
ル
軍
事
、
外
交
、
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法
律
、
経
済
等
各
般
ニ
亘
ル
御
進
講
ノ
通
訳
ヨ
リ
、
拝
謁
者
ト
ノ
御
会
談
等
総

テ
同
官
一
人
ニ
テ
担
当
シ
来
レ
ル
実
情
ニ
テ
、
真
ニ
日
満
両
国
間
ノ
契
子
ト
ナ

リ
、
満
洲
国
側
ト
ノ
公
私
両
方
面
ノ
交
際
場
裡
ニ
活
動
シ
、
非
常
ナ
ル
多
忙
裡

ニ
努
力
ヲ
続
ケ
居
レ
ル
ト
共
ニ
、昭
和
九
年
六
月
以
来
今
日
迄
三
年
余
ニ
亘
リ
、

当
館
員
ニ
対
シ
支
那
語
講
習
ヲ
与
ヘ
来
レ
ル
一
方
、
家
庭
ニ
於
テ
ハ
尚
支
那
語

古
文
ノ
研
究
ニ
北
京
人
支
那
語
教
師
ヲ
招
聘
シ
テ
研
鑽
怠
ラ
サ
ル
有
様
ナ
リ57

当
時
、溥
儀
は
日
本
人
に
対
し
て
懐
疑
的
で
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
に
あ
っ
て
林
出
は
溥
儀
の
公
私
に
わ
た
る
通
訳
と
し
て
信
頼
を
得
、
林
出
は

「
行
走
」
在
任
中
、溥
儀
あ
る
と
こ
ろ
に
必
ず
影
の
よ
う
に
付
き
添
っ
た58
。
一
九
三
五

年
に
皇
帝
溥
儀
が
日
本
皇
室
を
訪
問
し
た
際
に
も
、
林
出
は
二
六
日
間
に
及
ぶ
全
旅

行
期
間
中
、
皇
帝
の
側
近
と
し
て
通
訳
の
任
務
を
遂
行
し
た
。
そ
の
一
年
後
に
「
訪

日
宣
詔
一
周
年
」
を
記
念
し
て
、こ
の
時
の
訪
日
記
録
を
本
に
し
て
出
版
し
て
い
る59
。

本
書
は
「
当
時
側
近
に
奉
仕
し
た
る
駐
満
日
本
大
使
館
二
等
書
記
官
、
満
洲
国
宮
内

府
行
走
林
出
賢
次
郎
氏
に
請
う
て
本
書
を
編
み
、
日
満
両
文
を
以
て
印
刷
に
附
し
満

洲
国
内
に
こ
れ
を
頒
ち
」60

た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
林
出
は
、
溥
儀
の
通
訳
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
満
洲
国
に
関
す
る

情
報
を
極
秘
裏
に
日
本
の
外
務
省
に
送
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
満
洲
国
の
日
本
大

使
館
が
林
出
に
命
じ
て
、
外
務
省
の
外
務
大
臣
、
次
官
、
東
亜
局
長
の
三
名
に
限
っ

て
送
り
続
け
た
溥
儀
と
関
東
軍
の
動
静
を
さ
ぐ
る
諜
報
文
書
で
あ
っ
た61
。
現
在
、
そ

れ
ら
の
資
料
は
『
厳
秘
会
見
録
』
と
し
て
日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
。

『
厳
秘
会
見
録
』
の
記
録
は
、一
九
三
二
年
一
一
月
に
始
ま
り
一
九
三
八
年
四
月
に

至
る
、
五
年
五
ヶ
月
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
満
洲
国
の
皇
帝
溥
儀
と

会
見
し
た
日
満
両
国
の
大
臣
・
大
使
・
軍
人
等
と
の
や
り
と
り
が
、
会
話
形
式
で
活

き
活
き
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
林
出
は
、
溥
儀
の
専
属
通
訳
と
い
う
地

位
を
利
用
し
な
が
ら
、
日
本
外
務
省
の
諜
報
活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
林
出
の
秘
密
行
為
は
関
東
軍
参
謀
長
・
東
条
英
機
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
り
、「
宮
内
府
行
走
」
と
い
う
職
責
は
満
洲
国
の
官
制
上
存
在
し
な
い
と

い
う
理
由
で
、
一
九
三
九
年
一
月
正
式
に
溥
儀
の
通
訳
を
解
任
さ
れ
、
大
使
館
の
書

記
官
と
し
て
の
仕
事
の
み
に
限
ら
れ
た62
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
極
秘
記
録
は
和
歌
山
県

御
坊
市
の
土
蔵
の
中
に
五
〇
年
間
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
息
子
の
賢
三

氏
が
父
の
死
後
、
遺
品
整
理
の
時
に
そ
の
存
在
を
知
り
、
こ
の
資
料
が
世
に
出
る
こ

と
と
な
っ
た63
。

林
出
は
、
満
洲
国
在
勤
中
に
も
道
院
・
紅
卍
字
会
の
活
動
に
精
力
的
に
関
わ
っ
た
。

満
洲
国
へ
の
転
任
後
、
溥
儀
の
専
属
通
訳
と
し
て
幅
広
い
人
脈
を
有
し
た
林
出
は
、

道
院
・
紅
卍
字
会
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
例
え
ば
、
満
洲
国
内
で
戦

渦
が
発
生
し
た
場
合
、
林
出
は
関
東
軍
と
交
渉
し
て
、
紅
卍
字
会
員
の
通
行
許
可
証

を
発
行
さ
せ
る
な
ど
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る64
。
こ
の
よ
う
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
林

出
は
道
院
で
は
北
京
総
院
の
名
誉
統
掌
、
ま
た
紅
卍
字
会
で
は
中
華
総
会
の
名
誉
会

長
や
満
洲
国
総
会
の
首
席
維
護
会
長
な
ど
の
要
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
道
院
・
紅
卍
字
会

の
最
高
幹
部
の
一
人
と
な
っ
た65
。
ま
た
、
一
九
三
五
年
に
朝
鮮
の
京
城
に
朝
鮮
道
院

（
朝
鮮
主
院
）
が
開
院
さ
れ
た
が
、
林
出
は
道
院
・
紅
卍
字
会
の
幹
部
と
し
て
朝
鮮
道

院
の
設
立
に
尽
力
し
、
朝
鮮
道
院
（
朝
鮮
主
院
）
の
最
高
職
位
で
あ
る
「
道
慈
統
監
」

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

林
出
が
道
院
・
紅
卍
字
会
で
大
き
な
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
象
徴
的
な

出
来
事
が
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
五
月
に
紅
卍
字
会
満
洲
総
会
が
開
か
れ
た
際
、
扶

に
よ
る
老
祖
の
神
命
に
よ
っ
て
、
満
洲
国
内
の
全
信
徒
の
中
か
ら
、
中
央
部
に
六

人
と
地
方
の
五
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
六
人
ず
つ
の
計
三
六
人
が
選
ば
れ
、
道
院
で
最
も

位
階
の
高
い
「
授
霊
玄
真
行
修
応
化
一
霊
宗
主
」
の
称
号
が
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
、

林
出
は
、
馬
龍
潭
（
元
東
北
鎮
守
使
陸
軍
中
将
）、
商
衍
瀛
（
宮
内
府
内
務
処
長
）、
張
海

鵬
（
侍
従
武
官
長
）、
張
景
恵
（
国
務
大
臣
）、
于
芷
山
（
治
安
部
大
臣
）
の
五
人
の
満
洲
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国
大
官
と
共
に
中
央
の
「
宗
主
」
に
選
ば
れ
、
紅
卍
字
会
満
洲
国
総
会
首
席
維
護
会

長
に
任
命
さ
れ
た66
。
日
本
人
の
修
方
（
道
院
の
信
徒
）
に
、
こ
の
よ
う
な
道
院
の
最
高

称
号
が
授
与
さ
れ
る
の
は
、
き
わ
め
て
異
例
で
破
格
的
な
扱
い
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。林

出
が
道
院
・
紅
卍
字
会
の
最
高
幹
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
溥
儀
も

よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
溥
儀
自
身
、
道
院
・
紅
卍
字
会
に
大
き

な
関
心
を
寄
せ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
林
出
は
終
戦
後
に
、
当
時
の
回
顧
談
を
公
開

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
皇
帝
溥
儀
は
「
道
院
世
界
紅
卍
字
会
の
修
方
と
し
て

浩
然
と
道
名
を
賜
り
、
と
き
ど
き
手
許
金
を
世
界
紅
卍
字
会
に
下
付
し
て
紅
卍
字
会

の
慈
善
事
業
に
援
助
協
力
せ
ら
れ
た
が
、
当
時
こ
れ
は
御
思
召
に
よ
り
公
表
せ
ぬ
こ

と
に
し
て
い
た
」67

と
述
べ
て
い
る
。
林
出
が
溥
儀
の
信
頼
す
る
通
訳
者
と
し
て
、
常

に
溥
儀
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
信
憑
性
の
あ
る
証
言
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
林
出
は
、
溥
儀
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

道
慈
〔
道
院
で
の
修
養
と
紅
卍
字
会
で
の
慈
善
活
動
を
指
す
：
引
用
者
〕
に
精

進
す
れ
ば
三
代
五
代
前
の
先
祖
が
救
わ
れ
三
代
五
代
後
の
子
孫
迄
に
福
慶
を
蒙

る
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
昨
年
九
月
十
七
日
北
京
で
帰
幽
さ
れ
た
清
朝
宣
統
皇
帝

（
旧
満
洲
国
康
徳
皇
帝
）
は
満
洲
国
帝
位
御
在
任
中
、世
界
紅
卍
字
会
満
洲
国
総
会

の
一
修
方
〔
道
院
の
信
徒
を
指
す
：
引
用
者
〕
と
し
て
道
名
を
「
浩
然
」
と
賜

り
道
慈
に
尽
力
さ
れ
た
功
徳
に
よ
り
九
代
の
先
祖
が
救
わ
れ
た
と
云
う
こ
と
は

有
名
な
話
で
あ
り
ま
す
〔
…
〕68

溥
儀
が
道
院
・
紅
卍
字
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を

裏
付
け
る
記
事
が
大
本
教
の
機
関
紙
で
あ
る
人
類
愛
善
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
一
九
三
四
年
一
月
一
三
日
付
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
満
洲
国

執
政
溥
儀
氏
は
こ
の
た
び
〔
…
〕
支
那
貧
民
救
済
を
思
ひ
立
ち
、
其
の
資
金
と
し
て

北
平
の
世
界
紅
卍
字
会
に
対
し
て
一
万
円
を
下
賜
さ
れ
た
が
、〔
…
〕
そ
の
外
近
時
著

る
し
く
疲
弊
の
高
ま
っ
た
陜
西
省
救
済
の
た
め
二
万
八
千
円
、農
村
復
興
費
二
万
円
、

合
計
四
万
八
千
円
の
巨
費
を
下
賜
し
、
ひ
ろ
く
各
地
に
亘
っ
て
救
済
慈
善
事
業
を
起

し
て
居
る
」69

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
林
出
が
ど
の
よ
う
な
晩
年
を
過
ご
し
た
の
か
述
べ
て
お
き
た
い
。

林
出
が
極
秘
裡
に
外
務
省
へ
送
っ
て
い
た
秘
密
文
書
の
存
在
が
関
東
軍
に
露
見
す

る
と
、
林
出
の
運
命
に
も
転
機
が
や
っ
て
き
た
。
一
九
三
八
年
一
月
一
八
日
、
満
洲

国
宮
内
府
大
臣
か
ら
正
式
に
「
宮
内
府
行
走
」
の
名
義
を
と
り
消
す
辞
令
が
林
出
に

出
さ
れ
た70
。
林
出
は
家
族
と
共
に
一
九
三
八
年
四
月
に
新
京
を
発
ち
、
故
郷
の
和
歌

山
県
御
坊
市
の
実
家
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
の
四
月
二
八
日
に
再
び
外
務

省
か
ら
中
華
民
国
在
勤
の
命
を
受
け
、
翌
月
に
北
京
ヘ
向
け
て
和
歌
山
を
発
っ
た
。

北
京
で
の
林
出
は
、
表
立
っ
た
外
交
官
活
動
で
は
な
く
、
日
本
軍
と
中
国
人
と
の

間
に
入
っ
て
裏
面
で
宣
撫
活
動
を
行
う
特
殊
な
任
務
に
従
事
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国

人
へ
の
理
解
が
深
か
っ
た
林
出
の
得
意
と
す
る
分
野
で
も
あ
っ
た
。
や
が
て

一
九
四
一
年
三
月
、
中
国
駐
在
の
日
本
大
使
館
参
事
官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
発
令
の

直
後
に
依
願
免
官
し
、
三
〇
年
に
お
よ
ぶ
外
交
官
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
こ
の

時
、
林
出
は
五
九
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
上
海
の
母
校
・
東
亜
同
文
書
院
大
学

校
の
招
き
で
学
生
監
を
つ
と
め
、
一
九
四
三
年
か
ら
は
宮
内
省
式
部
職
御
用
掛
と
し

て
戦
後
の
一
九
四
八
年
ま
で
、
昭
和
天
皇
の
中
国
語
通
訳
と
し
て
宮
中
に
仕
え
た71
。

戦
後
、
一
九
四
八
年
に
再
び
故
郷
の
和
歌
山
に
戻
っ
て
か
ら
、
林
出
は
信
仰
生
活

に
没
頭
す
る
晩
年
を
送
っ
た
。
青
年
時
代
か
ら
信
じ
て
き
た
観
音
信
仰
を
心
の
支
え

と
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
道
院
・
紅
卍
字
会
の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
（
表
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2
参
照
）。
一
九
三
五
年
の
第
二
次
大
本
弾
圧
事
件
の
後
、
元
大
本
教
信
者
で
道
院
・

紅
卍
字
会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
小
田
秀
人
や
大
嶋
豊
ら
に
よ
っ
て
世
界
紅
卍
字
会
後

援
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
林
出
も
そ
の
活
動
を
指
導
し
支
援
し
た
。

ま
た
林
出
は
、一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
元
大
本
教
信
者
の
中
野
与
之
助
が
設

立
し
た
三あ

な
な
い五

教
に
関
わ
り
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
道
院
・
紅
卍
字
会
の
復
興
に
尽

力
し
た
。
一
九
五
四
年
に
日
本
総
院
及
び
世
界
紅
卍
字
会
日
本
総
会
を
設
立
す
る
た

め
の
日
本
総
院
会
籌
備
処
が
設
立
さ
れ
る
と
、
林
出
が
初
代
処
長
に
任
命
さ
れ
た
。

ま
た
一
九
六
二
年
に
社
団
法
人
日
本
紅
卍
字
会
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
。
初
代
会
長

は
大
嶋
豊
が
就
任
し
た
が
、
林
出
は
名
誉
会
長
の
一
人
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
道
院
・
紅
卍
字
会
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
自
ら
も
道
院
の
修
養
に
精
進
す
る
信
仰

生
活
を
送
っ
た
。そ
し
て
、か
つ
て
通
訳
と
し
て
仕
え
た
溥
儀
が
一
九
六
七
年
に
六
一

歳
で
亡
く
な
る
と
、そ
の
三
年
後
の
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
林
出
は
そ
の
後
を

追
う
か
の
よ
う
に
八
八
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

表 2：道院・世界紅卍字会における林出賢次郎の活動
年 年齢 事項

1923 41 世界紅卍字会中華総会（日本震災賑済処）買付江蘇米 28 万斤を日本に輸送、関東大
震災罹災民救済に尽力。南京道院幹部で南京弁護士会長の陶道開の導きで、道院に
求修し、道名「尋賢」を賜る。

1933 51 満洲国への転勤後、道院・紅卍字会の活動に尽力
1935 53 朝鮮の京城に設けられた朝鮮道院（朝鮮主会）の道慈統監に就任
1937 55 世界紅卍字会満洲国総会において「宗主」の称号が授けられ、満洲国総会首席維護

会長に任命される。
1949
～ 1953

67
～ 71

清水市にある三五教の招きにより、同本部顧問として道院・紅卍字会を宣布する。

1952 70 台湾流通道慈統監、日本総院会籌備処聯洽専員
1954 73 日本総院会籌備処処長
1959 77 同総務部主任兼任
1959 77 道慈副統監兼日本総院会籌備処名誉処長
1960 78 世界紅卍字会日本総会建築委員会顧問、世界紅卍字会日本総会理事
1962 80 社団法人日本紅卍字会名誉会長、日本総院維護統掌
1964 82 社団法人日本紅卍字会会長
1965 83 10 月 28日カヨ夫人（道名：旭涵）71歳にて死去、道院より「虚涵菩薩」の果位を賜る。
1970 88 11 月 16 日死去、道院より「 承真君」の果位を賜る。
（典拠：「尋賢林出賢次郎先生、略年譜」『日本卍字月刊』第 14 巻第 12 号、昭和 45 年 12 月 10 日、9～ 10 頁。
前掲「林出賢次郎小史」『東方君子：尋賢林出賢次郎翁を偲ぶ草々』183 ～ 193 頁）
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注①　
拙
稿
「
大
本
教
と
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
提
携－

宗
教
連
合
運
動
に
内
包
さ
れ
た
政

治
的
含
意
」（『
立
命
館
文
学
』
第
六
六
七
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）、
拙
稿
「
満
洲
事

変
に
お
け
る
大
本
教
の
宣
教
活
動－

道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
提
携
を
中
心
に
」（『
立
命

館
文
学
』
第
六
七
三
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
を
参
照
。

②　

林
出
賢
次
郎
が
大
本
教
と
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
提
携
を
仲
介
し
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
孫
江
『
近
代
中
国
の
宗
教
・
結
社
と
権
力
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
七
九

〜
八
五
頁
）
と
、
孫
江
「
地
震
の
宗
教
学
」（
武
内
房
司
編
『
越
境
す
る
近
代
東
ア
ジ

ア
の
民
衆
宗
教
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
八
四
〜
八
九
頁
）
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
。

③　

日
野
強
の
名
前
で
あ
る
「
強
」
は
、
戸
籍
上
「
つ
と
む
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
彼
自
身
や
中
国
で
活
躍
し
た
時
代
に
は
一
般
に
「
き
ょ
う
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
王
仁
三
郎
は
「
つ
よ
し
」
と
読
ん
で
お
り
、
日
野
は
こ
れ
も
認
め
て
い
た
。
よ

ほ
ど
あ
ら
た
ま
っ
た
と
き
で
な
い
と
、つ
と
む
と
は
い
わ
な
か
っ
た
と
い
う
（
金
子
民

雄
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
日
本
人
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
、
四
五
一
頁
）。

④　

日
野
強
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
岡
田
英
弘
「
解
説
」（
日
野
強

『
伊
犁
紀
行
』
芙
蓉
書
房
、
一
九
七
五
年
復
刻
版
、
二
一
〇
〜
二
二
一
頁
）、
葛
生
能
久

『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
下
巻
（
黒
龍
会
出
版
部
、
一
九
三
六
年
、
七
一
四
〜
五
頁
）、

出
口
京
太
郎
『
巨
人
出
口
王
仁
三
郎
』（
天
声
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

⑤　

金
子
民
雄
、
前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
日
本
人
』
四
四
五
頁
。

⑥　
「
陸
軍
省
派
遣
留
学
之
分
／
陸
軍
砲
兵
少
佐
石
坂
善
次
郎
露
国
領
浦
潮
徳
へ
陸
軍
歩

兵
大
尉
日
野
強
韓
国
義
州
へ
私
費
留
学
之
件
」
明
治
三
六
年
二
月
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
：R

ef.B16080417700

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

⑦　

金
子
民
雄
、
前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
日
本
人
』
四
四
七
頁
。

⑧　
「
歩
兵
少
佐
、
日
野
強
、
勲
績
明
細
書
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef.

C06041124300

、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

⑨　

本
書
は
陸
軍
省
大
本
営
陸
軍
幕
僚
か
ら
、
明
治
三
八
年
三
月
に
『
北
韓
兵
要
地
誌
』

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
が
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef. C13070020900

、
防

衛
省
防
衛
研
究
所
）、
同
じ
内
容
の
も
の
が
同
年
七
月
に
『
北
関
兵
要
地
誌
』
と
し
て

出
て
い
る
（R

ef. C13070025600

）。
本
書
の
「
目
次
」
を
み
る
と
、「
地
勢
、
山
林
、

河
川
、
港
湾
、
住
民
地
、
気
候
附
衛
生
、
産
業
、
運
輸
、
地
方
制
度
附
、
辺
境
兵
備
、

辺
境
警
察
、
民
情
、
教
育
、
宗
教
、
通
貨
、
交
通
路
、
結
論
」
と
な
っ
て
お
り
、
沿
道

各
地
戸
数
物
資
一
覧
表
、
各
郡
戸
口
一
覧
表
、
各
郡
物
産
一
覧
表
、
各
郡
度
量
衡
一
覧

表
、
交
通
図
な
ど
の
図
表
の
ほ
か
、
韓
国
沿
道
誌
第
二
巻
、
咸
鏡
道
偵
察
報
告
書
類
、

咸
鏡
道
事
情
、
北
韓
兵
要
地
誌
（
露
国
参
謀
中
佐
「
バ
イ
オ
フ
」
著
近
衛
師
団
参
謀

訳
）」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

⑩　
「
凡
例
」『
満
洲
土
語
案
内
』
明
治
三
七
年
三
月
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：

R
ef.C13110538000

、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

⑪　
「
陸
軍
歩
兵
少
佐
日
野
強
」『
勲
労
確
認
書
等
控
綴
』
明
治
三
七
年
五
月
以
降
、大
本

営
陸
軍
副
官
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：Ref.C06041015000

、
防
衛
省
防
衛
研

究
所
）。

⑫　

日
野
強
『
伊
犂
紀
行
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
七
三
年
覆
刻
版
、
一
頁
）
に
「
明
治

三
十
九
年
七
月
下
旬
、予
は
そ
の
筋
よ
り
新
疆
視
察
の
内
命
を
受
け
た
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

⑬　

公
刊
さ
れ
た
日
野
の
『
伊
犂
紀
行
』
に
は
こ
の
部
分
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
が
、日
野

家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
新
疆
旅
行
報
告
、附
図
附
録
』（
全
三
冊
、草
稿
本
、一
九
〇
八

年
）
に
は
こ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
金
子
民
雄
、前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た

日
本
人
』
二
八
五
頁
）。

⑭　

こ
の
時
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
日
野
強
、
前
掲
『
伊
犂
紀
行
』（
一
五
三
頁
）
の

第
一
部
「
日
誌
の
部
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑮　

日
野
強
、
前
掲
『
伊
犁
紀
行
』
一
六
頁
。

⑯　

金
子
民
雄
、
前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
日
本
人
』
四
四
八
頁
。

⑰　
『
参
謀
本
部
歴
史
』
大
正
二
年
六
月
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef.

C15120048300

、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。
こ
れ
に
関
し
て
、
出
口
京
太
郎
は
「
偕
行

社
で
講
演
中
に
上
官
の
立
花
大
将
と
け
ん
か
を
し
て
軍
を
や
ま
て
し
ま
っ
た
」と
述
べ

て
い
る
（
前
掲
『
巨
人
出
口
王
仁
三
郎
』
二
二
七
頁
）。

⑱　

青
島
民
政
署
『
会
社
一
覧
表
』
大
正
一
〇
年
四
月
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：

R
ef.B07090747500

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）
を
み
る
と
、「
商
号
：
青
島
缶
詰
製
造

株
式
会
社
青
島
支
店
、
代
表
者
：
日
野
強
、
本
店
所
在
地
：
同
、
事
業
別
：
牛
肉
販
売

業
、
資
本
金
：
拾
万
円
、
払
込
額
：
全
額
、
支
店
設
置
年
月
日
：
大
正
五
年
一
月
六

日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑲　

出
口
京
太
郎
、
前
掲
『
巨
人
出
口
王
仁
三
郎
』
二
二
八
頁
。
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⑳　

金
子
民
雄
、前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
日
本
人
』
四
五
〇
頁
。
彼
の
墓
所
は
い

ま
綾
部
に
あ
る
。

㉑　

葛
生
能
久
、前
掲
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
下
巻
（
七
一
五
頁
）
の
「
日
野
強
」
の

項
目
を
参
照
。

㉒　

出
口
京
太
郎
、
前
掲
『
巨
人
出
口
王
仁
三
郎
』
二
二
九
頁
。

㉓　

林
出
賢
次
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
中
田
整
一
『
満
州
国
皇
帝
の
秘
録
：
ラ
ス
ト
エ

ン
ペ
ラ
ー
と
「
厳
秘
会
見
録
」
の
謎
』（
幻
戯
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
と
、
林
出
翁
を

し
の
ぶ
会
編
集
兼
発
行
『
東
方
君
子
：
尋
賢
林
出
賢
次
郎
翁
を
偲
ぶ
草
々
』（
一
九
七
三

年
）
を
参
照
し
た
。

㉔　

こ
の
時
の
経
緯
は
以
下
に
詳
し
い
。
日
野
晃「
東
亜
同
文
書
院
と
建
学
の
精
神
」（
平

泉
澄
監
修
『
歴
史
残
花
（
五
）』
時
事
通
信
社
、
一
九
七
一
年
、
三
二
二
頁
）、
藤
田
佳

久
『
東
亜
同
文
書
院
：
中
国
大
調
査
旅
行
の
研
究
』（
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、
勝
木

言
一
郎
「
林
出
賢
次
郎
と
波
多
野
養
作
に
よ
る
西
域
調
査
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
三
二

号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）、『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』（
滬
友
会
、

一
九
五
五
年
、
三
七
三
〜
五
頁
）。

㉕　

林
出
賢
次
郎
「
砂
漠
の
果
て
に
使
い
し
て
：
新
疆
省
伊
犁
（
イ
リ
）
地
方
視
察
復
命

書
よ
り
」（『
論
争
』
第
二
一
号
、一
九
六
三
年
一
月
）
を
参
照
。
本
稿
は
「
新
疆
省
伊

犁
地
方
視
察
復
命
書
」
と
、林
出
が
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
北
京
の
日
本
大
使

館
に
お
い
て
外
務
省
職
員
に
講
演
し
た
旅
行
談
と
を
参
考
に
し
て
、林
出
が
行
っ
た
明

治
三
八
年
七
月
か
ら
四
〇
年
五
月
ま
で
の
第
一
回
伊
犁
旅
行
の
概
要
を
記
述
し
た
も

の
で
あ
る
（
同
書
、
一
〇
九
頁
）。

㉖　

長
澤
和
俊
『
日
本
人
の
冒
険
と
探
検
』（
白
水
社　

一
九
九
八
年
）
に
、
そ
の
行
程

が
記
さ
れ
て
い
る
。

㉗　

林
出
賢
次
郎
、
前
掲
「
砂
漠
の
果
て
に
使
い
し
て
」
一
一
二
頁
。

㉘　

同
右
、
一
一
六
頁
。

㉙　

日
野
晃
、
前
掲
「
東
亜
同
文
書
院
と
建
学
の
精
神
」
三
二
六
頁
。

㉚　

同
右
、
三
二
七
〜
八
頁
。

㉛　

林
出
賢
次
郎
、前
掲
「
砂
漠
の
果
て
に
使
い
し
て
」
一
二
一
頁
。
林
出
賢
次
郎
「
尋

賢
回
顧
録
（
そ
の
一
三
）
二
：
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
の
忠
僕－

天
外
万
里
の
異
境
で
日
野

強
陸
軍
少
佐
と
邂
逅
」（『
日
本
卍
会
月
刊
』
第
九
巻
第
九
号
、昭
和
四
〇
年
九
月
一
〇

日
、
八
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
日
野
は
林
出
に
会
っ
て
新
疆
事
情
を
聞
く
つ
も
り
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
蘭
州
で
の
風
聞
で
林
出
は
別
路
で
帰
国
し
た
と
知
り
、
な
か
ば
あ
き

ら
め
て
い
た
時
に
林
出
に
出
会
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
日
野
晃
、前
掲
「
東
亜
同
文
書

院
と
建
学
の
精
神
」
三
二
八
頁
）。

32　

林
出
賢
次
郎
『
清
国
新
疆
省
伊
犁
地
方
視
察
復
命
書
』
外
務
省
政
務
局
印
刷
、明
治

四
〇
年
一
〇
月
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：Ref.B02130203900

、
外
務
省
外
交

史
料
館
）。
本
書
は
「
伊
犁
之
部
」「
塔タ
ル
バ
ガ
タ
イ

爾
巴
哈
台
之
部
」「
結
論
」
の
三
部
に
分
れ
、

別
途
に
新
疆
ウ
ル
ム
チ
よ
り
伊
犁
に
至
る
ま
で
の
里
程
表
お
よ
び
旅
行
日
程
が
付
さ

れ
て
い
る
。
内
容
は
非
常
に
具
体
的
で
、す
べ
て
が
体
験
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。「
人
種
風
俗
及
宗
教
」
の
条
で
は
各
民
族
の
生
活
・
宗
教
に
鋭
い
観
察

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
長
沢
和
俊
「
林
出
賢
次
郎
『
伊
犁
報
告
書
』
を
読
ん
で
」（
林

出
賢
次
郎
、
前
掲
「
砂
漠
の
果
て
に
使
い
し
て
」
一
二
五
頁
）。
そ
の
他
、
明
治
四
〇

年
六
月
二
九
日
に
東
京
地
学
協
会
例
会
で
行
っ
た
講
演
の
内
容
を
記
録
し
た
、「
清
国

新
疆
省
旅
行
談
」（『
地
学
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
一
〜
二
号
、
一
九
〇
八
年
）
で
も
、
新

疆
旅
行
の
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。

33　

勝
木
言
一
郎
、前
掲
「
林
出
賢
次
郎
と
波
多
野
養
作
に
よ
る
西
域
調
査
」
四
六
〜
八

頁
。

34　

片
岡
一
忠
編
『
新
疆
省
郷
土
志
三
十
種
：
林
出
賢
次
郎
将
来
』（
中
国
文
献
研
究
会
、

一
九
八
六
年
）、
片
岡
一
忠
「
林
出
賢
次
郎
将
来
新
疆
省
郷
土
志
に
つ
い
て－

新
疆
省

地
方
志
の
現
存
状
況
に
関
連
し
て
」（『
歴
史
研
究
』
第
一
五
号
、大
阪
教
育
大
学
歴
史

学
研
究
室
、
一
九
七
八
年
三
月
、
八
〇
頁
）
参
照
。

35　

日
野
巌
氏
に
よ
る
証
言
。
金
子
民
雄
、
前
掲
『
中
央
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
日
本
人
』

一
九
二
〜
三
・
二
五
三
頁
。
三
三
一
〜
二
頁
。

36　
『
人
類
愛
善
新
聞
』
一
九
三
二
年
四
月
三
日
号
、
第
四
面
「
兵
乱
の
上
海
を
脱
れ
来

て
、
粒
々
辛
苦
の
結
晶
を
残
し
平
和
を
ね
が
ふ
避
難
民
：
林
出
上
海
総
領
事
夫
人
は
語

る
」。「
尋
賢
林
出
賢
次
郎
先
生
略
年
譜
」『
日
本
卍
字
月
刊
』
第
一
四
巻
第
一
二
号
、

一
九
七
〇
年
一
二
月
、
九
頁
。

37　

綾
部
地
明
生
「
特
筆
す
べ
き
世
界
紅
卍
字
会
中
華
総
代
表
の
参
綾
に
就
い
て
」『
神

の
国
』
一
九
二
三
年
一
一
月
一
〇
日
号
、
五
一
頁
。
ま
た
、
外
務
省
の
資
料
に
も
「
大

本
取
締
上
西
新
助
ト
親
戚
関
係
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
機
密
第
七
八
九
七
号
、高

警
第
一
一
四
八
「
大
本
教
ニ
関
ス
ル
件
」
大
正
一
二
年
一
一
月
一
〇
日
、
発
信
者
：
京

都
府
知
事
池
松
時
和
、内
務
大
臣
子
爵
後
藤
新
平
他
宛（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：
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、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

38　

林
出
賢
次
郎
（
尋
賢
）「
卍
会
渡
日
の
回
想
」（『
東
瀛
道
慈
月
刊
』
第
六
巻
第
一
号
、

一
九
六
二
年
一
月
、
七
〜
八
頁
）
に
当
時
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

39　

送
第
一
〇
二
号「
世
界
紅
卍
字
会
中
華
総
会
ヨ
リ
震
災
救
恤
米
二
千
担
送
附
ニ
関
ス

ル
件
」
大
正
一
二
年
一
〇
月
八
日
、
発
信
者
：
在
南
京
領
事
林
出
賢
次
郎
、
受
信
者
：

外
務
大
臣
男
爵
伊
集
院
彦
吉
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef. B12081614200

、

外
務
省
外
交
史
料
館
）。

40　

右
報
告
書
に
同
送
さ
れ
て
い
る「
在
南
京
領
事
館
林
出
賢
次
郎
か
ら
日
本
外
務
省
出

淵
局
長
宛
書
簡
」
に
は
「
江
蘇
米
二
千
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

41　

前
掲
、送
第
一
〇
二
号
「
世
界
紅
卍
字
会
中
華
総
会
ヨ
リ
震
災
救
恤
米
二
千
担
送
附

ニ
関
ス
ル
件
」。

42　
「
在
南
京
領
事
官
林
出
賢
次
郎
か
ら
日
本
外
務
省
出
淵
局
長
宛
書
簡
」（
前
掲
、送
第

一
〇
二
号
「
世
界
紅
卍
字
会
中
華
総
会
ヨ
リ
震
災
救
恤
米
二
千
担
送
附
ニ
関
ス
ル
件
」

に
所
収
）。
な
お
、
文
意
を
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
に
引
用
者
が
句
読
点
を
付
し
た

（
以
下
、
同
様
）。

43　
『
人
類
愛
善
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
一
三
日
号
、
第
二
面
「
紅
卍
字
会
幹
部
亀

岡
に
永
住
、
東
洋
平
和
の
促
進
を
期
す
為
」、『
人
類
愛
善
新
聞
』
一
九
三
一
年
一
二
月

一
三
日
号
、
第
二
面
「
紅
卍
字
会
の
代
表
者
侯
延
爽
氏
済
南
へ
帰
る
」
な
ど
の
記
事

で
、
侯
延
爽
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

44　

大
本
七
十
年
史
編
纂
会
『
大
本
七
十
年
史
』
上
巻
、
一
九
六
四
年
、
三
四
三
頁
。

45　
「
紅
卍
字
会
南
京
分
会
の
袁
善
浄
が
北
京
紅
卍
字
会
総
会
へ
宛
て
た
手
紙
」に
よ
る
。

孫
江
、
前
掲
『
近
代
中
国
の
宗
教
・
結
社
と
権
力
』
八
二
〜
三
頁
。

46　

機
密
送
第
一
三
号
「
紅
卍
字
教
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
大
正
一
三
年
三
月
一
九
日
、発

信
者
：
在
南
京
領
事
林
出
賢
次
郎
、
受
信
者
：
外
務
大
臣
男
爵
松
井
慶
四
郎
（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef.B12081614300

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

47　

兵
外
発
秘
第
一
四
一
一
号「
北
京
世
界
紅
卍
字
会
及
大
本
教
提
携
布
教
計
画
ニ
関
ス

ル
件
」
大
正
一
二
年
一
一
月
一
〇
日
、
発
信
者
：
兵
庫
県
知
事
平
塚
広
義
、
受
信
者
：

内
部
大
臣
子
爵
後
藤
新
平
他
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef.B12081614200

、

外
務
省
外
交
史
料
館
）。

48　
「
神
機
の
動
き
」「
満
洲
主
会
」『
真
如
の
光
』
昭
和
九
年
一
一
月
一
〇
・
一
七
日
合

併
号
、
一
二
頁
。

49　

小
高
秀
雄
「
上
海
に
慰
問
し
て
」『
真
如
の
光
』
一
九
三
二
年
四
月
五
日
号
、
二
〇

〜
三
頁
。

50　
「
道
院
卍
会
彙
報
」（『
真
如
能
光
』
昭
和
五
年
一
〇
月
二
五
日
号
、
三
四
頁
・
三
八

頁
）
に
は
、
南
葛
道
院
、
富
士
見
道
院
、
荏
原
道
院
の
神
位
取
扱
者
と
し
て
東
島
威
之

吉
の
名
前
が
あ
る
。

51　

小
高
秀
雄
「
上
海
に
慰
問
し
て
」『
真
如
の
光
』
一
九
三
二
年
四
月
二
五
日
号
、一
五

〜
七
頁
。

52　

小
高
秀
雄
「
上
海
に
慰
問
し
て
」『
真
如
の
光
』
一
九
三
二
年
五
月
五
日
号
、
二
一

〜
四
頁
。

53　
「
神
機
の
動
き
」「
満
洲
主
会
」（『
真
如
の
光
』
昭
和
七
年
九
月
二
五
日
号
、
五
六

頁
）。

54　

一
月
四
日
付
「
人
類
愛
善
会
人
事
」（『
真
如
の
光
』
一
九
三
五
年
一
月
二
五
日
号
、

二
〇
頁
）。

55　

中
田
整
一
、
前
掲
『
満
州
国
皇
帝
の
秘
録
』
二
四
頁
。

56　

同
右
、
二
七
頁
。

57　

公
機
密
第
一
五
九
二
号
「
支
那
語
加
俸
ニ
関
ス
ル
件
」
昭
和
一
一
年
九
月
一
五
日
、

発
信
者
：
在
満
洲
国
特
命
全
権
大
使
植
田
謙
吉
、
受
信
者
：
外
務
大
臣
有
田
八
郎
（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
：R

ef.B14091183700

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

58　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
」
取
材
班
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
⑦
：
皇
帝
の
密

約
』
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
、
二
四
頁
。

59　

林
出
賢
次
郎
『
扈
従
訪
日
恭
紀
』
満
洲
帝
国
国
務
院
総
務
庁
情
報
処
、一
九
三
六
年

初
版
、
一
九
三
八
年
改
訂
再
版
。
本
書
は
同
年
四
月
二
日
に
出
発
し
て
か
ら
、
四
月

二
七
日
に
回
鑾
を
発
す
る
（
回
鑾
訓
民
の
渙
発
）
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。
ま
た
、扈
従

員
名
簿
と
接
伴
員
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

60　

満
洲
帝
国
国
務
院
総
務
庁
長
・
大
達
茂
雄
（
林
出
賢
次
郎
、
前
掲
『
扈
從
訪
日
恭

紀
』「
序
文
」）。

61　

中
田
整
一
「
愛
新
覚
羅
溥
儀
」『
歴
史
読
本
』
第
五
四
巻
第
九
号
（
通
号
八
四
三
号
）、

二
〇
〇
九
年
九
月
、
一
二
二
頁
。

62　

前
掲
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
⑦
：
皇
帝
の
密
約
』
一
八
五
頁
。

63　

中
田
整
一
『
満
州
国
皇
帝
の
秘
録
』
一
九
頁
・
二
七
頁
。
こ
れ
ら
文
書
資
料
の
う

ち
、『
厳
秘
会
見
録
』
の
ほ
か
、
定
期
謁
見
・
臨
時
拝
謁
、
宮
内
府
日
誌
、
宮
中
・
皇
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上
関
係
、
御
進
講
・
言
上
な
ど
、
在
満
時
代
の
公
的
資
料
は
外
務
省
外
交
史
料
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
日
記
な
ど
の
資
料
は
、国
会
図
書
館
の
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ

れ
、『
林
出
賢
次
郎
関
係
文
書
』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
全
一
〇
巻
、
雄
松
堂
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
）
と
し
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

64　
「
紅
卍
字
会
の
熱
河
方
面
視
察
員
に
対
し
て
の
関
東
軍
の
通
行
証
を
送
り
…
」（「
神

機
の
動
き
」「
華
北
通
信
」『
真
如
の
光
』
一
九
三
三
年
八
月
三
日
号
、
一
七
頁
）。

65　

澤
崎
堅
造
「
世
界
紅
卍
字
会
に
つ
い
て
」『
東
亜
人
文
学
報
』
第
二
巻
第
三
号
、
京

都
帝
国
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
四
二
年
一
二
月
、
一
五
六
頁
。

66　

林
出
賢
次
郎
（
尋
賢
）「
尋
賢
回
顧
録
（
そ
の
九
）：
私
の
道
服
に
つ
い
て
」『
日
本

卍
字
月
刊
』
第
八
巻
第
七
・
八
号
、
昭
和
三
九
年
九
・
一
〇
月
、
一
〇
〜
一
頁
。

67　

林
出
賢
次
郎
「
尋
賢
回
顧
録
（
そ
の
一
〇
）：
鯉
料
理
の
妙
味－

満
州
国
皇
帝
の
御

知
遇
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
卍
字
月
刊
』
第
九
巻
第
一
号
、昭
和
四
〇
年
一
月
一
〇
日
、

八
頁
。

68　

林
出
賢
次
郎
（
尋
賢
）「
日
本
院
会
の
歩
み
と
将
来
」（『
日
本
卍
字
月
刊
』
第
一
二

巻
第
一
号
、
昭
和
四
三
年
一
月
一
〇
日
、
一
〇
頁
。

69　
『
人
類
愛
善
新
聞
』
昭
和
九
年
一
月
一
三
日
号
、第
三
面
「
支
那
貧
民
層
に
春
返
る
、

執
政
救
恤
費
を
下
賜
、
北
平
紅
卍
字
会
の
救
済
事
業
」。

70　

中
田
整
一
、
前
掲
『
満
州
国
皇
帝
の
秘
録
』
三
〇
六
頁
。

71　

同
右
、
三
一
六
頁
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


